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特集。小型船

１
１
１ 軍螺旋小型客船….… 志波久光”（2）

－

山縣昌夫
常松四郎

小野暢三
榊原鐵止 黙篝二(叩）[座談會］小型商船について

東海汽船の小型客船黒潮丸（1） (31）

船酔い….｡..…..､....､..､‐.‐.”､,……….…､＝三田鞠也（39）

[船舶解説］、合衆國海事委員會…..､.….－､.………-....－．．．...．．…..(40）

[船舶時調全アルミニウム商船の建造計謹，舟艇協會設立さも．.....…．‐…（19）

船舶第20巻索引一….…..…－.…..､－．－．．－……...….…””..…....､.…（41）
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軍 螺旋小迩"客船 波久光
士
。

其の他はこれに引績〈試驍赫果を取纒めたもの
である。

尚一言お断りして置きたいことは，之等至試

騒の完了を見たのはつい最近のことで未だ詳細

左桧討を経ってはゐない難で試驍結果の厳密底
解析は今後に俟つこととし，賓際に讃者諸氏の

御利用に供することの一日も早からんことを望

んで取敢へず要黙を不備ながら發表ずることを

了承せられたい。

､i・前碑置き

一昨年秋鶴軍總司令部の許可を受けて小型
グ

客僻勺28隻33,000噸の建造が開始さ細そ

のあるものは既に完成就航しておることは御承

知の通りである。之が覚施にあたっては雪鋤間

聯合會内に旅客船審議委員會が設けられ，私も
その一員に委1畷されて船型，性能推進器の適

否の調査等一般に推進性能に開する謂査研究に

あたって来たが，從來かかる小型客船に對して

水槽試嶮を施行した例はいたって紗<，殊に系

統的に行はれた例ま柵Gあるから，所要馬力の

推定叉は推進器の適否等提出された剛面に挫く

調査に著しい不便を感じた。よって鴬船舶試騰
所第一部に於ては之等の調査に便なる篤，叉は

第一次船の設計には間に合はざるも少くとも其

の推進性能の調査及びその推進器設計に便する
篤，更には第二荊冊、計薑に役立ち得る鯛差當

って重要蔵，推進性能_この謝斗を得る|訓的から

綜合的の棋型試嶮を計薑した。しかし若し愛數
が著しく多いのでは斯る計謹は手数をのみ要し
急場の用には間に合はないことになるが，第一
次計謹船を見ると雛1表より知られる様に小型

にしてしかも客船なる爲匝だの制肘を受け其の

結果各クラスに對して主寸注諸係数等略近似し
其の線圖の如きも各業者それぞれの主機の如
何，配置の相違叉は好み等により生じてゐる浮
力中心位避の相逮は別として，安定の難叉はス
ペースの黙等よりI1と水線面に於ける1l1職叉は其
の形"《(ま小型船に必然の一定の型を採り肋’厨･線
形舷に於て大差なきことは港へられもし，叉貨
際にも調査の結果そうであるから比較的簡軍な
系統的模型試勝を施行することに依り脆舸のrl
的を達し得られることが分った。即ち斯の様な
襯黙から系統的模型試嶮を施行したのである
が，以~ドに共の大要を愛用の黙から述べて見よ
うと恩ふ，

この中館820，821號棋型船及び鋪823,824

號槙型船に開する試駿結果は昨春の鋤闇協會大

會に於て筆考が第一報として發表したもので，

.11.試験の目的及び方針

前述の如く小型船特に小型客船に開しては水

槽試験の施行された例が少く，特に系統的な水

榊試駿としては近年オラングのWageningen
水槽で行はれた小型航洋貨物船の有效馬ブJに開

する系統試嶮の一部が發表されてゐる程度に過

ぎない欣態で,EH.P.に開してばその外に

Taylorの方法,Ayreの方法，或は山縣博士

の船型皐所載の方法が小型船にも充分適用出来

るとしても，自力航走試嶮によって系統的に所

要制動馬力を測定した例ば皆無である。よって

試験の錨一の'二I的はかかる小型雛の規鞠間を第
一次計謹般の記録を参照して求めシ本規蛸瀦④

柵僅性能を自力航た試鹸に依り求めて之に依る
正確な費料を得ることに置かれた。

即ち既に述べた様に各型に厩するものは主要

寸法，諸係数等に於て大差ないから規職冊の正
確な黄料が上記の如くして得られる底らぱ，之

に例へぱTaylor其の他の抵抗|醐表を利用し，

叉ば主機の回縛數對馬力の相逮に對しては推進

器軍潤試駒結果の圖表等を利用することに依

り，若干の鍵化に依る修正を加へ得るから，求

める船の性能は相営の糒確さに於て知り得るこ

とになる。

次に試鹸p鋪二の目的としては現在もっとも

喪料に乏しいところの浮力中心位世が推進性能

に及ぼす影響を量的に明かにすることに重黙を

置くこととした。浮力中心位置の影響に開して

は從來發表された系統的欝斗として代表的のも
のにAyreが抵抗のみの見地から其の最良位
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(＝）浮力中心位置の菱化は同一紹型に饗し3
種類とする。

(誰）車夫織面係數,柱形肥痔係数の値睦山
嬢博士の雛型學所載の方形I蹄民數に對す了る

:‘標準値を採用する｡‐“．．”
かかる方針のもとに試験計叢を決定した｡

置と有数馬力に對ずろ影響の程度を與へてゐる

が,‘これは船鐙と推進器と,の相亟惟用雁關して
滕掴等考慮してゐ蔵いかち軍鰯娠雛に對し亡感

少くとも適用出来蔵い｡蕊軍螺旋船に對してこ
わ相韓催願塗考慮した8のに山縣博士の慣物
紹の鵜鍛關の所要馬力略算注｣(造船協含會報

第侭読昭和13-年12月）及び氏の船型學中．』ノ

に最良の浮力中心埣置を與へてあるが,､其の量‘：、、、

的影響には言及されてゐない。さて前置きにも

述べた様に小型客船に鈴では復原性能,錦内配
置等、關係から船の幅及び甲坂面積に制肘を受

け，しかも肥涛係数が小である海ら淫力中心位
置が決定ず恥ば肋骨線形欣等に嫁必然的に鍾牝

の餘地が少いから，随って小型識§に於てば浮

調嘩心位置が其の推進醗旨に決定的な影響を持
つと言ふことが出来る.｡然し乍ら小騨目に於七
は主鶴､如何デ絃路による船内配置具合等の關
係から必季しも推進性能上最良の浮力中心位置
'を操り得ることは稀であることが多い瀧ら，例

へぼ推進器を正しく設計せんとして與へられた

船の所要制動馬力曲線を先づ知る爲には前記の

規準鋸に主要寸法,諸係數,馬力對回鱒数等若
弔の愛化に基く修正を加へて得た性能曲線に，．
更に上記の涛力中心位置承認準船から偏僑する
ことに基く修正を加へ噸召鰐清熱海上平穂の

零つ理想継態に於ける性能曲線を得る必要があ
る。之が爲には淨プJ中,弛置の影響を童餌に知
る運とが不可銃の要件となることが多い。かか
る,事情から浮力中心臓量の問題を特に重難的に
取り學げた次第である。
以上の如き考慮から叉時間的に試験完了を念

がれだ關係｣獄臓､方針を次の如く定めた。
“）試騰の對象とする麓船の主要寸渉等は第
。一次建造計謹に示された船の記録を基と.して
規卿間を定める。

（直）選定に戯たっては現在‘もっとも養料に芝
しい型跣にする。

(ハ）溌園の設計にあたっては細首尾形状，甲
板面識等ば業者に於て笈際討議されたものを
参照決定ずる°之等は前鋤､如き理閾で溌際
には大差が見受けら舵ない｡熱り肋爵線形雅
朧既健述べた理由から略必然の形歌莚採るも
の壱あるが犬鰡に雄て総來の蓋料により最適
麓ものを設計ずぶ。
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IMI"試驍の計謹

今次建遥計謹に示された客船は細I頓數に依り

大鱸2,000噸型1,300噸型,1“0噸型500

噸型及び3”噸型の．5種に分類され,‘其の主

要寸法等嫁第'表に示す通りであ‘る｡本表は造
綴計霊の秘明に於て調整された資料に依ったも
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‘ので,其の後愛迩加へられた憩屍鐸凄でⅣ｡‘模型繩び模型潅進器
識るが，本試嶮計聲の基礎資料としてここに褐 ‘試験に使用し潅摸型紹は何恥もパラフィン製

裁する次第症ある｡織中に示した､B/L及びで其の要目等憐第3表に示す｡何れも鼻抜手均
Bﾒ豆とLとの關係並にc"CA@cBに對す厚さを1000噸型に對して職13ff,'500噸に
る關係鍋示す”竿1，2圖の如くで,筒参對しては鰹屋粍と嘘しを第2表腫示頻紹
考の爲同圖中に船型學所載､夫だの標準値を曲に對應せしめたもので,･縮率朧夫凌'1｣538及
線を以這示しておいたp前述の方針に従づてとぴ’0.000‐ごある。其の瀞園ば第3，4及び5
れが費料を調査‘づ結果'2000噸型はLもα、岡に．横薮面積曲諒及び滿載吃水線は第6,7
も比較的大で中型貨物船の型に近く査料も略充岡に，排Zk鍵皇曲線は第8,9及び10圖に示
分であるが’0”噸型及び5Q0噸型で特にC6，した｡副部として職圖示の糠な壷線型舵及謬簿
=0650程度の,もの添最も費料に乏しいことが知，曲部龍骨を取附けた。
られた。叉1300噸型と300噸型のものは隻‘浮力中心位置を愛牝をしめる場合線圃は励職

数が少いので一應除外することとし七,議験計線形峡を略桐似に保つ如く作成したが,満載吃
謹としては先づ10“噸型及び500噸型の2水線形状ば圖の如く多少の鍵更を見た。随って

種につきQ=0.50離で第2表に示す如き本試聡の結果は滿載吃水線形状の蕊鮎､影饗を
要自を有する7隻を對錘とするこ'とに決定し含むものと言ふべきであるが,､賓際閲題として
た。この内:m0O.噸型の第4蕊目はこの型には浮力中心位置の鍵化に絆つ定減載吃水線形砿
於ては一般にB/窟が大即も淺吃水の船型が多も鍵化するのが當然でｳ嚴密渥溌力中心位置の‘

いので,,B侭の相達に依る影響を調査する参み?影響を老へる“は斯る方法の方が軍用上
考に附加へたもので静ろ。／ 自然で識ると老へたからである。尚副互を零
以上は皆軍螺旋紐を對象としたものである北した第露3號耀勤浪は第821漉摸型総の線

が,第'表から知られる鯛蝋斐の双螺卿碓岡に於て幅を伺一とし誕吃ｽkのみを増犬したも
{計謹に含雀紗てはゐるが，乙煎螺は愛敬p少いので，随って掻識面菰曲線其ぴ瀧蔵吃りj職朧雨
識から今回の試験計謹からは除外した。．’、者共同一である原、
以上の試醗言感を完了す血ぼ大磯環鶴塵巻 夫に自力航走試験に使凋した模型推進器(あ聾

､れて描癌程塵の小型族客船の推進蝿は適當な’1劇は第4表に示す｡これ等は綱繍騎職存の
修正を施すことに要り充分な信頼度を以て推定ものめ中から適営なものを選定したもので？蕊
し得ら恥るか,ら，典の他の調査又は推進器設計‘幅,蕊厚等普通⑳値を持ってゐる｡も”である蝋，
等を自信を以って貧施し得るも＠塁港へら恥・今次建造計謹臓示さ純た客船にば上職的高廻郷

の主機を装備‘された§のが多&､關係上,かかるる｡

主機雁適合するｵ臓陰謡は塞洞覗象,蕊彊慶謝、
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註21.‘（）は震船の場合に換算せる値を示す。
八一

2_M_833の歌態L"M.820､の滿戦;砿態矼は同じく輕鶴閃溌と同~排水錘とす。

難から襄幅,蕊厚共に大となる瞳向あるため，試嶮ば無意味のものとなる｡然し蔵がら讃春諸
本試験の結果をそ錐らの擁に邇廟趣んとする場氏に於て推進係数を噛雛定の基礎とせられる
合に嫁,認謎爵葡湧伏の相違に依る推進器効率の“向も多い様であり，且叉主要寸法，諸係難等に
祁遼に對する修正を必要とすること印すまでも於て若干愛化ある場合に其の制動馬力の愛化率
ない。本修正腱ば鴬試験所で造船協會に發表＃し謹上較的養料の多い狗効馬力の鍵化奉と略等し
た稚繼器軍渦試騒結果叉はTaylorのそれ等を＃､と修定して求める場合に便利でもあるから一
利用すれば十分である。應講陵するこ'ととした｡(本假定は主要寸法ジ諸

係数等の愛化が比較的に少い場合には大過蕨い

V"試聴欽態，！、’ものと蒜へら鯉ろ｡）

"､833銭僕型船謹除く他の6隻は何れも満.VI1'．俘流試.鹸
識及び輕貨の。伏態につき，紫833號模鋤闇嫁
識載胱態及び第821競模鋤冊の滿栽輕貨と同．氷試騒は滿載状態に於て撰鋤僻の推進器位置
～排水量のニツ伏態即ち計三状態につき試験を行の伴流速度を右回韓翼車型流菟蹴権依り測定:し
った。試聯恢態は一括して館5表に示す。たもので，測定の都合上舵を取外して行った。

その続果は鍔’4，猫及び’6岡に示す。守『

.VI"抵抗試醗’尚第833;號模型船に對しては欣態Ⅲに於て

前記の撰型網について船舶試験所常用の方法窓測り定を行ひそ‘の結果は同じく策'5圖中に
で抵抗測定試験を行ひ,其の結果に基き郷の示した。
有効馬労を算定したものを第11ｺ12及び43 Ⅵ1.1!｡l自力航走試騨{|:
|別に示貢。但し腫撫氏抗の算定にばR､E､Fr-
eudeの摩擦抵抗係数を使用した｡Q｡=本試瞼も同じく船舶試験所常用の方法で撲型

本來との抵抗試嶮は般燈,推進器,舵の相互推進器を以て模型船を自力航走登しめ，其ゐ際
作用の篭だしい難螺旋船に後ては餘り意味の之，の速度,推進器回軸激,推力及び回鱒力奉を測定
いものであって,迩抗が溌小と溌弓様に線圃をしたもので，其の結果に基いて算定した麓船の
謎んでも必ずしも其の船型が鯛j制動蛎力を典制動馬力,推進器毎鋼圃稗批アドミラルティー
へるものとは限らない。場合によっては抵抗上係欺及び推進係数を速度を基線として示せば第

沸勅馬力の少い様に設計されたが鱒に制動馬力’7,'8及び”岡を得る。但し制動馬力は車軸系
の潤い船と癒る場令蝿織にある｡要は前記の‘の損失を軸馬力の5%と假定したも鯵である。
祁軍作用を若悶して雛小制動馬力を典へる織蔵、箇第833競鯉醗朧除く他、6"隻に對しで
ﾙ腿が必要であって，この見地から射しぼ抵抗憾輕貨歌態に澱ける縦傾斜の影響濫明かにずる
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第17剛制動馬力等曲線圃(M.No.820,82Za830)

一應注意を要すべき黙と老へられる。叉低速部十典5％’十0害5％であるから，偏倍の量は最良
に於ては本試駒画結果は在来の査料と相蓮ずる位置より前方1.4％及び2.4％で,之に對す
力もこ鯉に開しては蒋効馬力の場合と同様なこる制動馬力の増加量は第25岡からそれぞjL2
‘とか言び得る。．．， ％及び3.9％と謹み取ることが出來,叉雨船|踊
次に浮力中心がその最良位置から偏椅するこの嬬力の差ば増加率の差から犬艘1.甥､と推定

とによる制動馬力の増加鐙を本結果から算定すすることが出來る｡但しこれらの値は嚴密な意
ろと概略第妬圃に示す職蔵結果が得られる。味ではとこに取扱ばれた翻併に類似する船に對
本脳は’有効馬力に對すう鋤II,率の場合も同糠｜してのみ淘荊されるものであるが,一般的に浮
であるが’浮力中心位世が最良位置主り前方或力中心位置の錨叱に基く影響推定の一つの目妻
は後方へ偏椅する塗（垂線間の長さL,に對すど侭なし得るものと考へてゐる。

‘
る％で）を垂線として，偏椅した場合の馬力燃

加:盤を最良位踵に對確する擬小馬力の％として （＝）縦傾斜の影響

各速長比について示したものである。即ち例へ：本試騒は割腱對象とした關係上瀧載朕態と

蝋鰐鰯談鰯鰄鰯｡簔鱗薑露欝篭墓蚕縦鑿鰯
と難82哩龍鏡型舩の浮力'中心位瞳はそれ‘翻し傾姿瞳の著しい場合,瞳馬力の増大を示す様で，
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第18<鰯制動馬力等曲線園(M.No.833)

500噸型に於ては藷干の縦傾斜を附した方が良、の滿載を除いてば，比較的僅少で賞用的見地か
好であるが，1,000噸型に於て隊イーブン・キらはそ②差は無観し得る程度の様である。
－ルの場合が概して良好な成績を示し且浮力中

心位置が後方にあるもの程縦傾斜ゆ増加に茨る

臆力廼職蝿度が大と癒る傾跡見陽拠烏。等覧鱒避麓蓼欝繍蕊駕麓
これについてばB/〃が大蔵ることもその影響ゞ 解析までに至って殉ないので，且蜜朔的見地か．
を無税出薙籏いものと老へら艇る° ら妹以上で一朧誘である4Dでとの穏童侭留め

ることとする。
（ホ》推進係数

以上は大磯浮力中心位置の影響を中心としてr、り

撫建係数にっ‘､てぱ本試験の識は,500噸述べたものであるが,最後にB底rを鍵化した
認め滿裁朕熊で，明がに浮力中心が後方にある第833號模型般の結果について一言したい◎
燕推進係戯力狼好となる‘傾向を示してゐるのを本船は前述の如く方形肥辮係数を阿一とした
除偽､ては,500噸型④輕貨及i,000噸型の癒載露排水量が相違する,から,直接の土噸は#II來激
輕賀雨状態共,明確強一定､膨向を示さな《､。、いの嚥営然であるが"威一排水難で即ち第鍵’
これに開しては街詳細蔵解祈を必要とするで錨一読摸型船の繩載状態とWmfの)l"II輕撰舩態
らう。但し各朕態での推進係数の差は500§鯉盟と炊態皿とを比較すると速嵯14～15節附近
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、第19咽制動馬力等曲線圖(M.No.831j823,324)
， §

B

でアドミラルティー係數では歌態Iに澱て‘約比は水槽試験の結果得られた有効馬

L夕

力の比と略

一致し，‘所要馬力の概略推定等の計導佗営うて
は規段翻間とのB随の相遠による有効馬力の相
逮はTaylorの抵抗圖表等を利用しで略修正し
得ることが分った；

10％，状態、で約7％，推進係數では朕態11

1で約1％，ナ伏態n種約-6％程度本'髄方が
大である。勿論これだけで一般的傾向を判断す

るごとは無浬であるが,大礎所要馬加概､雛
定等種愛用方面を問題とする蕨らB侭の相遠
による推進係敷の多少、相違を無硯して，抵抗

の比が制動馬力の比として表はれると看なして
も大過ないであ,らう。但し画の場合B/昼の小

なる船を規準と'し莚思〃の犬なる柵の馬力を

推定する際に馬力をやや過少に見種る危瞼性が

ある，特に輕錘状態に於てとの差が大きい傾向

にあることを知ら鱈ぱ底,らぬ。尚本船の場合参

惹室でに蕊8歎號模型ﾙ＃と同一排水量に於ける

有効馬力をr郡orの圃表を使用して算定して

見た脇本ﾘﾘ§と第8刻疏模鋤腱④有効馬力の

1

'X｡′結び

以上述べた所は嚴密な嶮討は未了Q爲差控へ
てあり読者諸覺の4-部には御不瀧､難もあら‘う
が,一般に差営って必要な諸査料一長さ50
～60米,‘方形肥癖原澱10.50程度⑳船の正確詮

推進醗息かかる船に総ける浮力‘中心の最適位

置及叡之が偏惰する場合の影響の程度等－－瞳
提供するといふ意味に於て識者諸寮の御参毒と

も;なり得I化ぱ筆者の無牟の嬉ぴhとするところで
ある。
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（船舶時 事 ） ， ‘

全アルミニウム商船の建造謙譲

－－－－一ｻ

舟艇協壷設立きる．

ｊ、

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

財團法人舟艇協會(BoatAssociationpfJapan)

グ
ー

全アルミニウム商船がZ隻アメ､】力において建

造されようとしている。これらの船はAlcOa汽

、班瘤赴がボーキサイトをAlcOa2SMOengo鑛山

拳よびParanam鐡山からTrinidndへのカリ

1プ掴冗路に霊いて鯨蓬する窄めに計霊さ説たもの
で，船禮，上部構造物,救命艇その他の儀装品，

〆

にいたるまで；すべてアルミニウム合金で織皆さ

れることになっている○，

第1船は全長幾2沢,全幅60隈,満載吃氷20

眼,排水量10,麓2トン，載貨量8,143トンで,第：

2鵬はこれよりやや小型で，全長3鐙沢,幅541
眼,瀧載吃水廻沢,排水鐙6"苅卜ソ,赦燭戯
5>101トンである。‘

|’このｱﾙﾐーｳﾑ合金は十分な張度をもち,し
ド‘かも海水に對する耐蝕性力籍いことが立證されて

おり，從ってこれらd全ｱ‘ルミニウム船朧同型の

鋼船に比べて職街を約20％曜伽さ巷ることがで
、

，きるといわれてい錫。

がこの程設立された。本協會は昭和5年創立され －
１
‐

モー.ター・ポートの普及霊篝に貢献したi日本癖i｡

艇協曾の發展改組された團濯である。

本協雪の目酌とするところ蝿(1)舟艇の質的,“

麓謝誉鱸麓雲鱒鰄
め腱，（1）舟艇の建造計蜜腱對しては積極的腱そ

の設計，斡旋参し，_(2)舟艇の職出に關し必要な

すべての蓮総調査を行う。寵走聡)舟艇の質’

的向上のため握丸な分科委筒曾をもち関係事項の

研究，調査を行い，（4）舟艇知識や趣味の普箕の

ための諸事叢すなわちボー稗_・ショーを開催，あ

るいほ機關紙、便覧の發刊等の事業を行5ことに
メ

な っ て い る o /

雷浸加茂重雄副酋長御法川＝鄭,理悪には鈴
求亭,､小山鍵土肥勝曲，道明蕊太郎の諸氏観
今後の活躍が夫いに期待される。

■
‐
１

一 一堂

]9

k

P卜

』エー声畢一一一元一一一-三二一℃画一一_ｰ．
、Lf‐.‘‐－エ今_悪.一二5．-.‘-丘低一__一一＝一夕 国卓

●

●

BH､属，増加簗

6

■
一

戸
仏
■
■
ｑ
■

“”0穏須篭,g00鎭到裳通）’

’1 ~T一
’

0

I

午

｡

ノ

〃

IF
11

■ 『

■
卓



ー一可 角 － －－－＝m－5－一－－－

ダ q

j

一一 一＝

8

‘1
Q

一

'1 －．－-一一一一一一一一~~マー.ーT一一一一一－－■－－一

座 談、 曾 小蕊商船について
老
一
氏
氏
氏
一

席
夫
三
一

出
昌
職
良
一

、
縣
野
本
一

山
小
松
一

》
》
》

燃
鐸
鍵
一

一
示
Ｊ

索
悔
《
東
一

睦言｜卿、，

日本海事協曾綾師長

東京大學敦痩
添磨蓬鵬所東京事務所

常
榊
吉

松
原
武

鄭氏

止氏

一氏

四
錬
嘉

（認著）きょうは"理商船につい七いろいろ御感想
●小型船の特異性

を伺いたいと思い漢す｡､山縣さんシどうぞよろしく。

（山縣）職きが柊りましてから,,-日本の造船の丙容（山縣）鍵初，私素人考えとじまして，戦前いるい

〃溺償常に塗ってまいりました｡例鯨績‘ば別といたろ日本でもってりつぽな軍艦をつくり,大型の客船を
，Lまじて，その後GHQから許された般を眺めてみつくり，ヘイスピー､ド・カーゴ・ライナーを造った。

、まずと,最初腱漁船,それから錨の塞綣船,つぎがそれに對しまして,小型船がどういう黙において蓮つ，
4製客船，近ごろになりGoIましてF型D型のa型ているか，これば船型の問題もございましょうし，繕
質物飴,こう胸､うょぅに圓本の識皆掴謹醐闇饒中さ造の閲題もござし逹しようし,あるいほｽ与嗜，義イ
赫亡まい罐した｡これは現在日本の礎I逼國際性が~その他ｴﾝ！ヂﾝの問題恥ございましょう．｡いろいろ‘
ないといIうことも一つの原因と思います溌將來白本．違った識があると思いますが'まず大型船に脆くて小
の海運力種際航海毒許される巽う,になりましても，從型船の特異性と申し壷すか’違っておる黙について何

／來の襲う態勢自的がもうない以卑船主の探算といかお氣づきの黙について，列墨していただき'第二段
5;ことを考えますど》:日本“つべき大型の鮪についとしまして，時剛許しますかぎりその問題を深く掘

‘てば,!必ずしも日本で建造され遥ようにならないのじり下げてお話を願ったらと考えるのであります。いか
やないか｡たとえばり,ﾐ息ティー。シップを買うとかがでしょうか。‘ノ．

〈小鰯結構です洗一その黙ひとつ秘本さんが，おるい幟ハダカ術瀞するとかいうことは永看に考えら
れており，髪大建邉蕊の如何によっては,外國に新し從卿倉ら長く研究I〆tこおられたから',松本さんからお、
い船を注文歩ろ，まだほ外國の鵬を買ってくるという話していただいたら…“
こともむろん想像されるのでありまして，その反面（瀧本）私は祁戸の三菱に長く層勤めておりまして，
小型譜を外國でつくるということは，巍際問題としてあそこで小型船をいろいろやってまいりましたのです

・なかな力掴難な場合承ある｡ですから小型船に翻して力も長崎に三菱がありまして，そこでおもに大きな鵬

は,鵜來とも國内でずつとつ'くっていかれる型う淀た，壷つくっｾ鐙る｡そういう關係で禰戸で中型をやって
るのじやないか。そう‘なり雀すと，現在においてはむみないかという意向で，さっき鐙話のあり童､した別臓

るんのこと,將來も日;本の遥船におゅる小型船の位巖航路その他もつと』型の禾女級大島航路,葛西丸と
とC論うものは,非常に高く､なってくるんじゃないが。か』東京髄汽船の橘丸，そのほか浩岸のああぃ5，蕊

私造船所丙のことはよく存じません溌駿零前のこと＄に旋客船謹やりましたん蚕すが，だんだん事って悪．

を想像し莚みますと，たとえ像大阪蔵船の別鱈航路と，濁灌いろいろな黙でもって,大型船をただ小型にl島，

いうような特殊な小型船は禰戸の菫菱でりつぼな憲計ただけでも､ざけないという黙がだんだん氣づいてまい
をなすってつくり上げた。しか峰こういうのはむしろ，りま･した。
時殊の例であって,･漁船なり言般小型船となると，造そればどういう黙かと申しますと，たとえば安定性

，船所でもかるく扱Fつ趣設計にもほんと‘5に健秀な髭のIGMの鮎。その結果はどうなりますかというと，
術者がかからない。從),萱して一殻的に云って，日本大型間に比べ<4型鵬は割合に幅を魔くしておかなけ

の4型船は，あらゆる面において産だ廠究L議されてれぱならない｡殊に謝胎では，客が一方に片よる場合

おわないというの力戦膳でばないか2思います｡今日が多いも“すから,'幅蝦くし寵,つIまり安定農を
みなさんに詣集りを願いましていろいろ小醐肖のお話よくしておかなければいけないということが，まず菜
を承り，それを難誌に載せますれぽ,今後に鑑ける周がつき堂Ijたことと,それから，スピードヵ鋲鋤間に
承の造船界にとって大誕に宥溢な結果を得られるので比べまして,割倉にハイスピーFになるという黙で，
はないかと考えておる次第でございます。肥涛係数といいますが，ブロック係数,それをノ迦般

、

、
、

’、
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に比べてファインにしておかなければいけないという‘，んでみますとjやはりそういうことを言って鈴ります。
ような識があるわけです。この間小野さんが主催さ諭即ち大型の航洋船のいろいろなことを書いた本ほずい
ました小型客船の委員會なんかでも,ある造船所でほ塁ん世間に魁患けれども,4型の船の事を善いたむの
ブ種,ｸを,非常にそんなことを考え踵いで,ズルで繩まりない,それでこの本を書くんだとい5号とを

．Q

出ておるような會斌もあったよ"うに思い菫詫¥,4型言っております｡それで今の鑑みたいにユイギリ‘ス
船といいましても今ｾ〕五百トンぐらいの刈型の非常に這健相営研究されてお鐙にもかかわらず,そういう歌､L

小さいものになりますと,その黙を考慮する必要瀧あ態なんですから日本は殊にこれからよほどそっ岩の方
りぼせんかと考えたわけであります~。を調べなく､ちやいかぬと思っております。‘

そｵ1からアメリカの方は,'これ“凋當小型の鵬をっ（山縣）！ただいまの船型の問題でございます溌小

さい船ほど幅力演ぃ。船の長さに比べ簿て，4､型紹は幅くってるらしいのでツサウ芽ド即鐙日本《ﾉj謹みたい狸
が風､･従いまして，プ戸ツク係数とiいうような観念所のサウンド韮弓卜(SOUrid:bOats)。それから河の■

‘でいきますと，よほど2プァインにしなければならな大きなのがありますので；河船が相営謹室して鈴‘る。－1

い。この黙健水糟におり萱してつくづく感じてる:んで、さつきお話のレジスタf/スの黙においても，ァ･メリ鋤
ございまず。のドラ‘ボー(Drafo&･Co.)という曾吐の頂ラポー型
“､野）そうです。、’スチールバー露それは長方形の船で御承知だろうと

？

◇主要寸法と鰡型思いますが，普邇の舅インスぎしておら郷､。童るで橇みたいなもの。それをひっぱって歌るというと，し

．(山縣）なにかプリソシパル・デイメソシ員ソにつ‘ジス牙ソスが普通“狸よりも少ないのだというよう
なことをアメリカの雑誌でいつか見たことがありま、虻お氣づきの鮎あり鑿しよう‘か。

（常松）鞍宰的にはお話しで‘きま涯んが,イギリスす。アメリカIの老ういうようなこともやはり今後調べ
あたりでさかんに小郵箇のスピード閲題か論ぜられて‐る必要誤あるんじ類ないか。御承知のタオボート･h

だい_蕊意見が雲表にな弓ておりますね｡小鋤をｽ票<Tow｡b"t)というものがありますね｡鋲ツグ懇一ル
ン友一ドポートに,つま:り長さぎ四百沢の艫健直し~こ‘･(工池gboat)でなく，澤山バージを並べておいて,後
みると，著萢の貨物船と違うプロポーシ雪ﾝ'ぬ照謬柵ろから押して行くのです。日本にはそ,ういうザゥンド
になる｡従ってそれのレジスタソスト緋常に考えなけと今大きな灘や河があり蛍ぜ々から，直謹にはどうで
れぼなりまぜん6その黙からいろいろモデルデストを‘すか，とにかく非常に参考にはなるの唯憩いかと恩
やってゑて，識重の船型關係の諸係謬等カ稲錘建隻にってお．ります。ドイツで,4迦船の事を書いた単行本番

､なっております。こう,いう黙ば日本念もこれからうんが三'三あるようですけれども，これも可航河J1のほ
ど力を入れなければならないと思い窪す。とんどない日本にば直接の盆はまず鞠｡それでこの
（山縣）われわれの商蜜の船型學堕いいまずか,抵小型I間の職膠Eは非常に面白い研究の‘フィールドだろうﾛ日

､誠鑓進關係では,'コースヌーについてイギツ云ｶﾐよくと思いますね。．
､研究いたしております｡大酬皆と同じ方針“》型船の（山縣）塗く同感です。
設計をするとう蛍い結果が出ない｡小型MW@そうい？（榊原）そのマンロースミスの「デザイン。オブ。
た璽鵬問題を徹底的に研究しなければIJYかいの1勇魚ｺな久誇-ルクラプト」を見まずと,イギリスは海岸緬皆、

'いか，従来われわれが水糟で得まし淘息型船について長く設備の鑿づた港がたくさんあるから，犬,』に研舞Cl

して抵繊皆を發逢きせなければいかぬと言っており堂‘の趣識をそのまま使えない。．

（常松）そう思いますね。す力も日本は海岸線の長いことはイギリ認に似ていま
．〈山卿榊原さん,近鎮'｣､郵脱こついていろいろ御す溌潅蝿の,設備がイギリスほどでないじゃ種いかと
凋査になっておるようですが……．思いますな。その黙なんかもイギリス船をその蝿．
（郷原〉そ5．おっしゃられると誠に鐙班しい次第でツど-できないので,荷役の仕ﾌ扉などよほど研究しな

刻辮蓬んに伺いまして,マンロー･スミ謡のデザイン，くちやいかぬ｡將來陸運が逆うなる詮しれませんが，
オブ？久宅一ルク量ブ‘ﾄという本(TheDesignand艤局日本の沿岸批路をうんとさかんにして,一つは『i-0

c｡nsirueti.n｡fstha,icr"R､MulirOSmim)が本人力穂に親しむという熱を一逗淑は鴬分國際航路
ブ鐘に遜渇といぅので始めて見た産いうような始末侭いげませ胸がら,巷めて沿岸航路を盛城こするより
‘で,松本さんの酷請のように,,長跡の三菱鐵噺で臆，桂方がない。と同時に,海員を相営保存,育成してお
大型の船をやって瀦りましたので,をういう研究はほ＝黒~B,SZ'IEEmiXg~rgilISMffbau,2-"
とんどない。今⑳奔ソロー,スミ乗のジリフエ筐一義を讃O｡'reubert,mie.BinnensdnifbaU,2"

’
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か迂吟れぼならないというような方面からも，多少議
J

牲にしても，沿岸船並びにZF氷船をうんとつくる必要
L

があるんじゃないかと思っておりま萩｡これは-蒟遥

騒所の存績に對しても暫く‘の間は，大船ができないと

なれぽ,そ壷つちの方に全力を叢すより仕茄ざない｡漁
雛といっしょにそういう方面力澪えられると思いま
す。

と，排ﾌk量は小さ唾，長さと幅は相當に大きくなげれ
二一

ばならない。従ってこんどは深さば窪くなる。吃水ふ

窪くなります。そういうことになるんじゃないかと思

い室すね｡結果力島割合に幅の廣い船，浅い船ができ・

ろ，同時にまたそういう傾向力《→面において今のスタ
ビリテイー飼系にも都合がよくなるんじゃないです．

か。私はそういう考えをしてるんです、間運っ震るか

もしれませんが。

（吉武）私の今申上げたのは，小型客船というより

は，力－．・－ポートで，河にはいるというような意味・

からちょっと申上げたので…･･･

（山縣）鐙そらくブリンシパル・ディメンンョンを

きめる場合には，鎧物砺と客搬では考え方がちがって

くると思し､まずｶﾐ,・たと兇ぱ荷物船だす,と，吃水と長

さの比は,幅の場合と同嚴に,小型船ほどやぽり大き

,くなつ-亡おりますね｡小さい船ほど吃水力§大きい．~O

（小野）吃水ほ大きいですが，吃水と深さの比とい

うやつが,荷物船では小型船ほど割合Iこ吃水に對し-亡

深さが少ぃわげですdだ釣､ら幅と深さというようなも

のが,大型船と川型の荷物船とはあまりに違わな#､。‐、
割合に違わない。ところが客船の方はそうでなくて，

船の深さというものは浅くなる。
（山縣）お誘の通り，幅と吃水との比は貨物船に開

するかぎり形の大小にかかわらず一定のようです洞｡
松本さん，鐵際の小型の客船について寸法とか‘．…

（松本）そ江と抵抗の問題ですね,山膳さん,なん＝
力抵抗が小型の船については大型の船に比べて，水槽
試醗の結果力韮確にいかないというようなお話がいつ

1，

か出ました力；あれは私ども考えるというと、小型で

あれば正確に出なければならんように思うんですが，
それが…･･･

、

（山縣）あの問題はいろんな原因がむろんありまし．

ようが，私は一番大きな原因ぱ，少食専門的になりま

すが,例〃ブルードの摩擦抵抗の式があ唯すね，あ
れにラムダと6，う摩擢係欺がはいっております｡この

■H

◇船證の幅と満載吃水

“縣）吉武書ん，なにか､‘…・

『毒武）私も小型船をやるときには，何時も吃水が
1，

‘問題で河腫はいるとか，あるいはどごの浅い港に行く

′とか，ボ割言う自然と幅の廣い，浅い船をつくったのほ

こうい,5雲求からそういうことにしたのですが，今お

話を開くと，副型船ぽ幅の匿い方向に進むべしとのお

話のようですが,震ば荘やらされたものの内には蛮際
臆ジー・チム‘が大きすぎるようなものもできておった

だろうと思いますけれども，それと反對にデッドウエ

、，－1､を多く要望ぜられ，溌さの大きい上に荷役畿鋪の
､

．；躯大なるものを要求せられましてトップヘビーの紺と

なり失風しました事もありまし迄。
．“I縣）例外はありましょう力§，－『般に小型船の幅

が震いというのは，主としてス釘ビリテイーの關係で

‘ほないのでせうかo
〆G

（小野）それもありますが，私は小型の客船にはあ
F

‐まり經験が少いのですが，このごろになって思､､つい

てるのは，船の詫蔓を立てるときに，貨物船はもとよ
り，大型客船等は夫禮琴韻に關連した方の数字ですが

つ堂り細頓數あるL蝉排水量，そういうも､のがそれら

の船には鐙初にきめられるものです前包ゎところlが小型

客船の主として客ばかり運ぶという船になると，それ
よりもインポータントなのは，結局お客を收容すべき

．ヘ面識ということになるんですね。それでお客の收容さ

れる面積を，それは自然iこ出るわけですから，航路に

‐よって,遠方ならば一人懲りの蹄勃碆くなり,噸‘
が短坊劉ければ少くなる6それに關銘規定もありま
す｡とにかく何かや目安朧つく｡､そｵ唾その酋種を二凸

段の甲板でとるか，ヨ菱の甲板ごとるかということを

，、概念的に一應きらること溌毛きます。そうなると自然
にこんどは長さと幅，それの適営な比例という.ような

ものが,ま顎諸善の数だ吟で罐切に見當がつぐんじゃ

、ないか◎しかして後に速さその他力うら，いろんなもの
、

の重さというも‘のがばいってきて，そこで排水通がき

まる。排水量がきまってから吃水がきまる。それに關

！して般聡さがぎきる｡そういう順序で考えるべきじ
ゃないかと思うんですね。このごろの客船に關蓮して

そういうふうに考えられたわけ種すが，結局そうなる
6～

y

ラムダというものの値かどうなってるかというと，船
の長さが一メートル雫ぐらいの撰型からずっと行って

百玉夛1-メートル，二百メートルの船まで，．－本の曲線

で表わされている。'これは非常におかしいんですよ。

パラフィン製の睡型と漬際の船との表画の粗さの違い

をなんら考えていない。縄嘩して小麹間については

調罰がパラブィンの詞函に通いものならば漣聾識騨か

らの結果力種しいんだろうと思います6ところがパラ

プィソの蓑面より,はずつと鐵際の船迩惹菌は粗い。そ

うなりますと，畷溌低抗力湘営に違ってくるんじ#やな

いか，諮れが一篭大きな原因じゃないかと思うんです

ねo少し脱綴しましたよ私ですがb!
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窪鏑護巽:妻懸藤醗懸葛灘鱗鷺照?蝋職鑿、，

式なり構造に開す-る設計方法をそのまま小型船にもつ．程度までむつとスカン'ト･リングを減じていくという糞、

ていっていいかどうか6小互蝿“構造になにか楠親牲うなことは，今のところ考えられないo要するに租當
があるんじゃないかbこれは簔人考えで3－が,この黙‘善スティブな船が小型船では必要じゃないか'殊iこヵ
について,寶際問題を準取扱いになっておあれます衛-ゴボードとしては,小型船で鋼材を積む，あるいは
松さん，何かお氣づきの黙がございますか。オアーを積むというようなことをやられる胎力蕊り:堂

・す。そういうものも積まれ'るのだという條件激よい窓
◇フリーボード 船は，どうしても特別に考えなければならぬbそれを

（常松）私健話がそれに入る前傭，ちょっともとに最近では，そういう．ものを豫想しない船に，鋼材なり
還らしていただいて，フリー主一ドという問題をひと｝錐石なりを積まれるために，どうもトランスバースに
つ棟議して御説を承りたいと思っております。ど申し弱い船が相當にあるという褒塞があるんじゃないかと

L

ますのは；これもやはりイギリスの記事になり菫すが思います。それで操返じこ串上げますと，ヌリーボニ
御承知でしょうが，小型船I鋲とがくブリ基ボードが非一ドはできるだけもwっておりたい。しかし治れが許され
常に少い，大てぃイィ二インチ程度ですね。う‐ろとすぐ．ないと竃すれば，少くとも何等かの形でいわゆるドライ
ちょっと波風に會うとウニットデッキになる｡乗組員デッキをもっとと力菖必要である｡大鋤宅は何でさな
の安至を保つために，ドライデッキにしたL､のだが，い程度の風波でも船禮がもま掘るという観黙からして
それには色々困難が出てくる,結局まあ，シイズドクまた特別な荷物を種むという鶴黙から'小郵普として
ォ員ターデッキタイプwこおちつ,くん亡やな6，か｡そしはプロ筆一ジョナルに言って，大ぎい鵬より侭張い船
てこのデッキ上にキャビンなどとって鐺けばドライデをつくって詩かなければな薦ぬのでばなかろうかと老
ジキカ湘當保たれる.というエうに言われておるわけでえられるわ航でずbきわめて大ざっぱな話ですが。

ー‐

,す｡それでフリーボー'言の比較的大きなﾚｲスドｸｵ．(山縣）ただいまのプリ弓ボードの件ですが，これ
戸タ'一デッキをもっというと!とは一方貨物の積侭が樂は根;本間題としてさつき小野さんからもお話がありま
になり從ってトリムの読櫛が得易くなる。短い'婚捜しだが，フリーポードは小型船ほど一大型船との相、

と短い舟間尾鯉をもって,ｳｴﾙデﾂｷの長いのほ,波對的鍾問題ですｶｲ'小型船の方が少いですか。
（小野）ずつと少ぃです。客般は別です主。をかぶりやすいということになるんI夢やないかと思い

ます。つまり潜航艇のようなことになる。この間もあ（山縣）理由はどこにあるのですか。
る人がこんな話をしておられましだ｡自分が乘ってお（小野）それIま知らないですが'親定そのものがそ
った小型鵬で，あるとき相當の時化に會つた°すつかういうことになってるんです。
り水をかぶってしまって,,ブリッジから前のｱ零'>ミー（山縣）フリー黍一ドはレザーブ･ボヤンシーの問
デッキは氷の中にはいってどうしても浮き上ってこな題，それからデッキをドライ'にずろというか，ある高
い。示イールハウスでウオッチしていたコーターマスざのプラットホームを必要とう‐るという二つの観念か
ダニが何かあわてて船長に急津に行った｡船の前半分Q!ら出發してるんですねbそうすると小型船のブリーポ
が切れてなくなってし．まったという.のです｡船長があ＝ドは構昔の見地から大型船よ噸對的にはよけいな
わてて上って見たところ力､なるほどﾐ前がない。前がければなら画というような氣力群るんですが’小型船
､ないのはおかしい。鑿く見ると,・なんだ，水の中にはは航海する場所が相對的にも比較的静穏だということ
いってる,､ブリッジから砿だけあって,前憾至然永ので．それを諏是にしてそういう規則がだきてるんです
中にはいって浮び上9縄ない｡そ、ういう危瞼は航海をか。．：
乗越して,その船は安垂であったのですが,どうもそ（幣松）どうもそうら‘しぃです｡鱗はそ筐i二ある

､

ういう歌態に船がなりやすい。こういう際にハタチな八ですね。それ逼結局つくって拳で，ブロー溌一ドの
りオープニジグの力,手戸がよほど+ろかりし-ていない少い船で苦しんだ；こういう結果が出てしまつ錘｡そ

〆

れがルールの方ぱ直っておらない。それでレーズドク
と危くなるが 専

もう一つば，そう'いうウエッ‘トデッキの状態であるオーターデッキで逃げてしまった。
とし蛍すと，船匿が波にもまれる,つまりベンデイン（山縣）それはわかるんですが，根本的こ……
グ，ツイスティンギがいっしょにやってくる，こうい（嚇隆）むずかしし､ところですね6瀧甑瀧でもとiこ
うようなことで船膣も相営に大きな外力を受けるととかく航海できるんですむらね。
になるか.ら,』型だから輕減ずる哩いうこと･憾誘され仙縣）そう．なると，大型船だって，もつとフリー

■

’ 1
■

l
－l

d

|‘

~

』

「

、

|’
〆

l〆

『

4

６
＝

’

b

23
､

4

I

●
旦_⑩_._一三二－-.－－－_一＝二-..,.--.--イー一一一一 - 一 一 一 一 台 一 一 . 一 一 一 ＝ 竜 一一二一一一一一＝一一F－浬一三一一一画一一一－－－－－‐＝



ー一＝

上

一一一一画■－－－－■ロ－，宮
一一一一一一~~一一、夢

＝

①

勺

P

.i'

孝一1壽億減らI_Z室いいということになりきずねb(山縣)'それから第二段の常穣さんのお話は栗約す

（常祇）ストレング表の問題となり主すね。ると，こういうことになるのじやない置すか。フリー

（恋本シ海上茅ラックと講寺ろ小郵普があり蛍したボー””く"て,極端にいえば潜水艦みたいに突っこ

ね。あれ急潰にダメッジをやったんです。あれば噸抵‘む◎從って大型船よりはもつと魑く稲對的に軽く構造
いも非常に無茶だったらしいで言；言が6'｡しないと，賓際問題として困る｡｡こう考え-こいいわけ
備穆）薮ヌヅジヵ藩かつたというのほブリーボ宗ですか｡, a

Fの少い謡が多いですo （常松）それはもう一つ詳しく申し上げると，こう
■し

．(狼本）あれはブ’リーポードの舞暹を適用されないいうことになるん定すね｡荒海を航瀧詞-る小型船は，
メ。′

やつでしょうか。ウエープレングスにもエリ叢すが，たとえぽこんどの．

（常穆）それ腫質五F1-噸以下というのな‘らぽありま:F型の主5に五十メートル程度のレソグスをもった船

す｡ある艦主などほ,自分の方として隊ういう船ぼ力報本溢なり,あるいは三陸海あたりを航海し斌
厭だという{ので二十八インチのフリー泰一ドを要求沓と,犬禮腱おい七二百メートル程度のウェ.一プレング
ら海この誕總噸敷三百四,珂錘の船でした｡コデスをもった漉あるいぼ百五皇1-･メーf/r'そ/ういう藻
八インチのブリーボードをとってくれ，デッドウェイに始維銭つかるんです。そこで波の峠に登る，それか

1,は少くそもよろしいど言った｡そ胃れでなげれぽ艘はらこんど朧峠を下りる，その下りるとき喝‘波にまつ
便えないという意尾を持っていたのです。すぐ｡に下りるどいうと，次の彼の山の中に首を案っ込

’(山縣）もとに戻りますが2．結局プリーボードは小みます。それ瀧厭だか'ら，舵をとって，斜にスロ屍-プ
型譜でば此駿捕少いということは,航海する所箇瀞かを下りる，つまり櫛二下りていく。そういう際に，息
だからという原因以外にちょっと考えら：鐘せん獺。然職噸いてまいります｡それからその大きい山の間
（秘本）そうだろうと患いますね｡ところヵ誠ならに,また小山諺できる｡その小山から頭の方が洗趨を

波I運しましても,六浬鵬農らなんでもないような蕊で受けるんですね｡それが非常に多いんです6そうする
も小鋤償には通くこたえ髪すからね。 とそのくらいの莞Lの航海ですと，頭嶬始維波にぶつ

（山縣）そう｡だからそこにますます疑問迩擢るわかつ-亡,走学塾れておる。デッキはショックを與える
けですc〆｡腿寳のデッキロー'零を受けて》織る｡,こういう"ピーヤ

1.

（吉卸レングスをぺ－1ｽにとって,・プリーポ－．1了な，系トンスを小型船ほつれに受けてるわけですo從
左力‘一・プとってみますと，多少下向きのカーブが-原のって船鍵の狸力の大なろを要すると共にそこにスタピ
方で遍くなっていま表ねロ リティー問題が起きてくる。

（小野)、、.Wを千トンの貨勉雌で低船尾甑鵬こすれ．．（山縣）コソストラクシヨン‘･ルールで4型船をつ
ぼフリーポードはルールの遮り計算して，，‘:イゾチ<‐くると相営丈夫なものになるということですが⑥
らいにしか厳らぬ筵す○ （常簿丈夫なものになります。
捨武）フリーポードが小さぐて前部がウエジトデ （山縣）藍れは今のお話のように考鬼ろと，丈夫に

ツキとなり又沈んで危険だとのお話がありましたが'』なってもい1．，，なるべきだという綺論にもなるわけで

レーズ1rク鼻ターデツキの前端にブリッヂを種きます，す源。‘
と居住霞別健誠仁安垂ですが，ブリ,皇ヂ前の上甲板ゆ （瀞脚久トレングスから言えば，今のルール径庭

クリ』-塞一薦が普通より小さいということになりはしでいって，なおデッキなんかをもつと態くIゾてるいい
ま遼八,.･Jj-6 こうしJうこと力轌えます。ラゥキソグおよびツヰスチ

’“蝿）普邇のより小さいです｡前の話のように六ソ”こ對するレヂスタン刻をもづと輿えてもいいんじ
インチぐらい．･･･－やないかと考えられるくらいですd

方,…､ｧ｡寒_霧,…"の職…〆‘螺小雛娯鰯悪潅纂灘、
（吉武）すると，レーズドクォーターザッキの上の‐

ポーリミが小喜いというこ造になりはぜんかと思い震ずうことをよくあちこちで聞いたんですが，それは間連
Nが。つてる わ け で す ね ， 今のお話からいくと。、

（嶽祇）小さくても仕方がないん詮す｡僅かの差で（吉武)私i皇ｵパ局ｽﾄﾚﾝグｽとい”:5庭感じ
ず力皇ら。しかしそれよりも,.前は犠牲に供じても，後ており望ましず･こ。結局。戸一ジaソから副享患と思い毒
ろ臓高い方力凱､ い 。 、すo"型鵬の薄い板に對するゴロ戸ジョンも大型船の

厚い板に對fる．循一ジゴンも蓮いまぜんふらパーセ
･船鎚の彊度 ソテF-ジにおいて小域膨辨常にコロージョンマージ
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ンが多いか昼と思いま談。、すいか吟,ウールの方のブﾙｳｵー ｸは一部労だけ‘
仙縣）勿論その黙陰ありましょうが,それ以上にオープンにしておい‘だ方がよろしくはないかdこ”、

うう･'戸鎮言･”しをイギリネの人はやつ~C|鈴り毒すが，、.$

（小野）漁殻の話ですがも卜轌ニラーのデザインを事賓そういうことをやった船ばないようです。日本で
明治四ボー年ごろですか,三菱で,イギリスから買ってもとにかく波をかぷりやす.I'4から'､ブルウォーク健高
卜宮一ﾙ船をつくつだのです減それらにおいてはFいほど渡を防ぐ乳上において有数である。しかしなが
写ス1､ラクシヨンは鐡呈よりも非常にオーバーさせてら,I詮､ってしまったやつ力埠く出な．く-qま困る。そ
ありまずね｡それでそのときに大阪あたりで規貝職りの識からフリーオンノ･ポート健面積がたくさんあつ
の寸法のトロール船ができつつあったんです｡鐡際こて，しかもズラプをもっておって,外からぱいら識く巖。
使ってみ七差支えほどつちも,ないだけごね｡船便の上丙から朧自由に出る，こういうよ､うな構造にしてもら
において，そういう外國から買った設計でやったものいたいと§､う希望がある。それがいいのです。ところ

■O

は,だ､､が高くなる｡それで二度職にしたことがあぶ,こんどのF型なんか，みなオープンですねもォ
，るんですが，おそらくわれわれの想像では，トロール‘一プンブリーイング竈一卜。そう手ると,外からはい
‘など永年使っていたｲ竿ﾘ承の議計署とじてば,そう・る波を防ぐ｡という目的にせつ漆くブルウォ宅クを高く
いう鳴舜冊瀧で作業をやる船ほ､普通のルールUやな．1工怒かなわない。そこに非常な矛盾があるのです
お足りないんだという観念から,そうやったんじやな誼6．これの解決に困っています｡プﾙｳｵー‘ｸのボー
いかと思う｡’軍純にどうもドュラピュリティーだけで‘トというものは，兎角動きが悪くなってたり叉ふだん， I

はなさそうに思われる。，ぽたぽたするのをいやが壱で船員が閉めてしまって；
、、

，荒天でも開け雀いというようなﾐ‘スを起すおそれもぁ
．◇ブルウオークかハ ンドレールか、るんです。そこに一つの矛盾がある。もう一つは，し

． 1

′（痢原)きつきb,フリー鑑一ド”くて,氷が上一ズドｸｵーﾀーデｯｷの値郷のデﾂギは'これば追
づてハッチなんか水にはいってしまう‘ということから波を食うので,この逼波をやほりプツレウォークで防ぐ
考えて,それば始維考えてることな"ですが，プルウよう‘な撰謹にしておいた方がよるし煥､。しかし'1入っ
オークとハンドレールはどっちがいいか，ハンドレーだ波陰できるだけ早くはけるように、この部分のプル

・ルぱ水が臓いりやすで､が；はけやすい。プルウ巖~〃ウオークも一部分オープンレイ‘にしておし､た方がいい’
は水がほいりにくいが,またはけにく‘い｡で,ハッチという識をイギリスがもち出してるんです｡とこ､ろが
コーミングをプルウ式一クよりも’高くする必要があこれも日本酒は今のところ笈現していないようです。
る｡すぎと,甲板上に氷がだまっても,ハッテから水大腱ブﾉ咳ウオークを附けて鰐ります。
ははいらないですね。そういうこと為考える必要があ．、（獺厨考え方によってはハンドレールの方功$いい
るんじゃないかoあるいI毒鄙ハソドレールにしてしように思いますがねo
まう。イギリスのユーズターやダソカーな伽3にはハ （常松）だから一部分>､ソドレール説も,$-tこし､る③

シドレールにしたのがあります狗。これなんかもブリしかIﾝこれの帝識は甲綻童とが|漫離謹麹壁の保護等と二

一兼一ドの小きいということに連闘して研究問題じゃも隙健している事でもあり、叉操紺溌の位撮についてj

も考え･篭けj通ぱなら潅い･し、エキスペリェンスを經ﾅ・
ないかと思います｡、

（吉武）やほり.』ハッチの高さとプルウォークの筒いと結論に達しないと思いますが'表題において憾遥
さを鍵える‘というととほ,荷役には不便とのことです波防止を1雲胤的と‘して考えるべきでせう。

蜘原〉オーション，｡ゴーィシグの大きなオイル黄
が．･･･-

榊原）縦臆しに●いけれども1,安垂とい郷かソｶーは，それをやって'そのデザｲﾝ竃磯來挺のだ
ら老えて，どっちに重きをおくかというわけです"Dと剛いてt》､ますが….｡．．,
（吉武）食物を掘聖参振出しの場合に高い方腫ぷつ′（常松､堵ればデパー曄一ドを許すとぎにも僻件附’ 、

つけるんですね。同じ高さにしておけば，ずうっと行でプルウオークをやめさせたのです。
､'(誇）そうですかb、

けるらぶソドルスイングする蛎合に｡

（馴鬮大ぎし蝿はね。（溌松）波をかぷること惟初あから礎悟の上で，が
（溌訟）その職に斜,､てほ，こA"どのF璽鵬はプぶったら水が早く職てもらえばいい。

〃ルオー臘臆みな一メートル｡＊だ-慨だけはプ1I颪ミ，“原）結局，総画穰遥が簡単になつでア識プギー
と』､うのがあり雀す｡あとは犬砥一顔一膿ﾙです6こプがやすく莚ろ｡今お話のように鋤響のざｿを使う
”蕊に鮒しては,波が入りとん耀とき漣,＃まき職しやiこしたところで,錆びつく｡だ均興らMW員漁職が』ﾉー逗結

毒
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論蕊健いろいろIH毛いますが，いずれも相醤面倒なも

ので，なかなか應用計算ができないです｡それをむり

やりにやってみると，現在のデザインのウエッブフレ
ーム偉犬鴎において非常にストレスが大きくて七トン

以上のストレスのかかるのが多い。‘こればシリヤスで

もう少しウニツププレームは頑丈につくらなければな
q"，_

らないと考え~こおり．ます｡例としてはE型鵬なんか

でトランズパー承が弱いと始窓言われるのですが，ウ

エップﾌﾚー ﾑの遜力力乾秀でないのです‘各造船所
から出るピラーの少い船のウエッブフレー塁〆はもう

少し狸く・してもらいたいと.い‘う要求を私の方で鵬して

おります。

（榊原）ア矛リカのグレートレイク鰻スティーーマzー
1′あれの構造ほ参考にたりませんか。

（常松）あれは全然オアTキャリヤーであって，ス

ペッシャルケース，一撫皆でばないですね。

（小野）常松さん，ストレングスカy足りないという

のはむろんだが’同時にスチッフネ系が非常に足りな
いということじゃないで子か。

‘（常松）そ．うですね。多くの小型船のダロングハッ

テで，ワイドバッチのものの，ハッチのサイドゴーミ
ングは大抵のものばデブォームしています。シフチソ

グごニムが曲ったりはずれ易くなったり』ﾘー るんです

海○.ハッチの形を保っていくということがむずかしい

ということば，トラソスパースのスチプネスも握りな
いというこ'とになっています。それを防がなければい

かい｡もしそこに大きな蒻フォ己ﾑが輯ったとすれぼ
甲板上が波恒叩かれたり或は潜航艇式になった場合に

・非常な危陰が伴います。それでよほど;トラソ系バアー

ススチブネスというものを考えて，そのフォームがデ

ブオームしないようにしなければならない。一般的に

申せば御承知の通り構造物の抵抗力率とヤング零とば

別々 に考えてはいけないという踊係があるのですから
そこの虚を常に頭にもって張力という事は老感世られ
ねぼ なら ない 。認

0．

◇スタビリティ零
‘イ

’(山縣）それでは，ストレングスの話はまだいろい

ろあり童しようが,'そのくらいにして一番問題になっ

てる小型客船のス野ピリテイーの問題，これは戦争罰

小型の族客船でﾙ､ろいる松本さんの方で御苦心のあつ

へたものと思います。躍錘は小野さんその他小型客船で

いろいろ御研究にな･6，御苦欝になっ-直ると思います

が〉その黙について小野さんから何力總論的にお話を
願え．まぜん錘。

（小野）ウ型客船の方は,え"ピリテイーの問題陸
ついては,特別に矧雲員會を設けてずつと研究を綴げ

26

えつけてしまうp
i

（松本》やはりプルウ封ごグという'ようなう外から
域

"■

来る波を防ぐ．というのがまず目的じゃをいで寺かね。グ

プルゥォ筐クの｡

I（榊原）そ誕健そうです。ですがL-･旦健いってしま
ったら，だあでず。だからブリーングqボードをつけ

てやっていますが，フリーング・ボートのエリアが少

~時間に氷をほき超すだけ充分ないのでずね。

（松本）規程でき堂っていますね。
。！

（榊原）き鬘つ-こい差すげれども，あれだけで催や

ほり蟻霧する。やほり瞬時にオープシハンドレルみた
いに，惟いったと思うと，ずく流れ出すというふうに

〃

はいか莚ぃ｡それで氷が甲板上垂おどるんですね｡だ
が農その黙は，船の安全ということに一雷重きをおく

ことにしたら，ハッチコー,ミシンを:zj型の船では特に
高くずるという;ような規則でもつくったらどうかと思
うんですね｡、

（小野）しかし稚轄鏑くしぞるでしょう。！

（常秘）プラ度チ,尭ルに，こんどの鮨では-看鎬い
，のは一メートル二=O｡･

（榊原）そうですか，ブルウ茸＝クよりも高くなつ・
てるんですかさ．

("")E型鍋なんかでも一ﾒ･一孜一ですからね。
高くなって ぃ 差 す よ － ＝． ○

□

'

◇漬張．度

（山縣）スドレジグスの問題ですが，瀞蚤さんの方一

で最近できますいろいろ城､型船についてお調べにな
ってるようですが，何か詰氣づきのことございましよ

、うかo

‐（常松）‘一番困るのは，こういう問題になっていま
す。老次ば，小型癖でほカーゴハ･ツチが大型船に比べ
て大きく"て長いですね。それに船主の要求として，ピ
ラーをなるべく立ててくれるなと言う､のでず。それで
ウエッブクレーユでトランスバース･の張力を保たぜる
と'いう問題になってくる。するとそのウヱップフレー・
ムといかなるスカ'ントリン〃にするかとい？こと斌
一一藩われわれの苦勢しておるところです。というとと
′はむちんルールにはない。ウ垂ツプブレー墨自身がし
聖ぃ込む再一Fというものをアッシームはできまず。

！そのアッシームした戸＝ドに對して十分にレジ柔トL

1得るモ亥ント・オブ．豚ヂスタンズをもったウーツプ
フレームが､芭の程度麓際的に適當であるかというよう

な問題がはっきりした漉念がないた必に，諺轆各造船
所のデザインほづ鮒にまち堂ちです｡･それでその黙の

何力職一がなければなら准いと思っています。今鯛べ
、

ております了が，トランスパースストレングズに開ず湯
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そおりまじて，今大艘結論が出るところまでほいき萱

せんけれども，一應纒つた意見として出をると思いま

す1．これほこの次の集りがあったときに一應出します
がその委員會の考え方は，こうじ､うのです｡それば,‘
スタビリティーの基準とするもの侭,今までメタセン

ターの高さだけが問題になった。多くの荷榊間あたり

は，それで十分であったど言えると思うんです。客船

の場合は，どう･もそれだけではいかないので，今後の

考え方は，客艫は吃水が割合に浅い。それでいて氷面
から上に出ている構造物の洞鐵り面澗式大きい。そこ
でその大きい面積にある張さの風が當つ迄cその張い

風しか畔風であるという場合，それと同時にお客
がどうかいう拍子に片舷に移動した。ずいぶんひどい

傾斜があると，人間が鱒ってそっちに行ってしまうと
いうようなこともありうる。それと煮う一つは，そう
いうよう.な荒天に遭えば必ず何遍も舵をとる。舵をと

る場合に催,舵をi二つた最初の瞬間は,画鍵する圓の
内側に傾いて,壬の次には外へ向ぐ5それでこんどま
たその舵をもどした場合に，タ獺1に傾いていたのが，愚
逆に内側に傾くという｡よ．うなことがある』。それでこん
どはある狸さの風をアッシュームして，風を籏に受け
ながら，乗客も移動じた,舵もとった,三つ重つた場
合を假定します。そうIﾉてそれを普邇の劃妙計算法
でもってやりうる範園において,･何郵髄纒くかとい
うことを計算しま赤。しかもスタチ夷ルでなく，ダイ
ナミックに考えるということで一應やってみたんで

す。そういう假走l.)もとに，このくらいの輝きなら安
全だ!ということは言えないわけなんで，その同じ假走
を，從來知られているいい船，それからあまりよくな
いとﾙ､う船に一應それを適用して同じ計算をやってみ
た。!そうしてこんどつくりつつある船の計算と此鮫す
る。今こういう方法をとったわけです。

その結果としまして，今つ”つつある第一次の二
十八隻の客船は，大部分はその假走においていい方に
属する。ところｶﾐごく小さい，三百噸ないし玉百噸く
らいの程度の船になり室すと，お客が偏ったために傾
くという角度が割合に大きいでず。それですから，小
型船の中のさら，に小さいやつは,‘少し考え方を鍵えな
ければなら瞳といぅことを今相談しておる:わけでし
て，そのため健溌はこの間その方の小委員衝を今度で
きた船の一つであ為あけぼの丸,規在患東京と下閏を
通っておりますが，その船の上でd倭員會を開いて，

獲際航海しながらやってみたわけです。そのあけぼの
丸でほお客が定員の一倍半の人敷力罪って，そうして

先ほど言いましたよダな瞳い風を受けたとすると，こ
れは危嶮である匙いう計算が圭應出る｡《しかしその華
準はおそらくは小ぎぃ船について基準そのものも鍵え

らないじゃないかという‘ことに對・し壷,*_j
芥

ころの感じ，あるいぼふだんの擁毎輝冠『’&､

なけれぼな

ってみたところの感じ，

タピリディーとし-てばややよすぎる。結局
姿

ま･したように，假走そのものをご初､さ‘い

その船健ス

先ほど言い

船については愛えなければならな'がということ#こなる

らしいです｡大禮においで私どもが假だし迄風ﾘ”壷、β

どれだけ績へずれるかという'よ．§あるいはその定員が

いての假定力彰臆匿いいところであつ定らし

です｡今健調多武ろ方法呈してはそれ以』灘ま

が，今後客艫を計謹されるときに緯，それ
左方注でもって計霊の初期に-当應復元性と

なごとにつ

いと思うの

ありきせ"

､

うな方法でもって計謹の初期にと同じよ

封して，調べてみられることがいし､んじゃいうことに

ないかと，そういう勧告をするごとを結論'として,-そ

ういうふうに導こう‘と思っています。今調べたところ
ほその程度です。

（山縣）ただい堂の鏥話ですと，どれだげ傾くか，

その傾きの角度でもってその船がひつくり遮るといい

.ますが，そういった危険があるかないかの塞壜にして
るわけですかo

，（小野）つまり旗ける方のモメント，それと職〕起
き上りのモ､メント，それとがダイブーミカルに考えて，

雨方のウオークダ屋ｼがバランャろ角童があります
ね。そのバランスする角度がニイ笈とか三十度とかい

5と．ころで’一應あれば，それ{ま安全なんです。とこ
ろが今のごく小さいやつなんか，人間がかたよった場

合などにいくと，それを越して1-？菫って，あとずつと
倒れてしまう。

（山縣）‘その場合の計算に人間ばど5なっています

か。片舷にス虫テォカルに乘つかってるという･ことだ

け考えるのですが，ずうっと，こう反イナミ、：L'に･･･
か－

1

（小卿それは，それまでダイナミカリーにば老え

られない。船に乘ってるお客が壷都中心線から片っ方
の舷に乘つた。そういうふうに考えるわけです。

（揃娠）それ憾船がウエーヴに乗って傾いた時でな

く，平水での……

（小野）ええ。平水としてです。その上にさらにヴ

ーーヅの莞ブエクト謹で入れると,‘波にもいろいろあ

愚から．．:…

（榊原）．ウエF-ウスロープ(逗乘ってるとな諺と，な
H

おむずかしぐなりますｵ良。

（小野）な鋸そ"‘暖くレーンジも，褒隙こ団を引

いてみれI鶏それまで此角産に傾いたら，、どこかゐデ
シ毒の穴から水が催いるということになるだろうと思

います。
、

(松本)今の計算は定員の一倍半を詣鯏になった

ので弱ウミ。_

弧
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／
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（小野）－倍と一倍半とo

・(松；”‘私ど亀もたびたび計算はやってみたんです

が,大魑定員だけで,今ほ蕗が混雑しておりません
でし黄二ので，定員でやってみ菫した。それで一人のエ

リアを計算しましてそれよりもよけいに片舷に寄らな
、､，こういう侭定でも．ってやっており主じたですが

率 ｡㈱･

〃（小野》その委員曾の一番鐙初の會合のときに，船
壽會誕の八に來てむ‘らつたんです溌老うしてその假走

愈鍾雷でぁ≠､どうかとし､うことを見てもぃだんだ
が，このごろは二拾も三倍も乗りますという,話だっ
た豆だんだ〃閉い-ご誤ると，壷際土二倍から三倍も乗
るというと，こんどは片舷へ集ってしまうということ‘

ができなく注る｡(笑勘それだから一群くらいのと
才

ころが－壽番わるいところだろうというんです。

《常松）ズタ“ティーの問題につい七は,世界各
國で船陰どういうスタピリティーをもつべきかという
’ことが問題庭なって,歸結がないんiです｡それでわれ
わiLとしても:,それをなんとがして基準を出したい，
こういうことを考えるわけですがゴその基準を立てる
ことiご對してば，外國ではだいぶそこまで達しておる
のだけれども，商船の方としてば，日本ではまだ考え
られたこと力§ない。それで特に小型船に對して私の希
望と1-家言今蓋えておりますところは，堂ず第一庭，日
奉の沼崇の氣象という閲題をどうし莚も根本に調べな
げればいぼないoたとえば三陸沖；あるいは日本海な
、どでばどんなくらいのウェーブ,ノングスでウェ声プハ
イトの職鐡際に起きるか。こういうことをまず第－
．.二考えてみるoそうしてこういう潅の状態である､か
ら'それに對して不郭合のない船を採用ず捻もので
あるというような筐と省見営をつけ今ておいて,船の型
をきめる場合の一つの考慮に入れなければならぬ。そ
れ亀一つのファクターである。つまり與えらるべきス
戯どり秀イーをどうするかに封して，その波のレング
蕊によりまして,考えが炎ほど違ってくる。たとえば
瀬戸内の船あたりのスタピリティーという考えと，荒
海を航海す'る船のそれの考えとまるで蕊って溝るぺき
で’同じ海でも船の長さによって鍵えてこなければな
らぬということになってくると思います。是れで今の
小型客船と同じよぅに，小型のカーゴポートカ職にの

画

って航海する。そのときに淡の‘山の恭口声ずを下りる
ときに舵をとって,謝茜に下りて行かなければなら
ぬ｡そのときに雌披の山の方の,乗っておる波の山

早『

の方に舵をとっていく,從つ弱Iは雛貿から吹いて<
温

る｡ことになる。する直風とステアリングと冠燃朧波の
霧画にのっかつておつて，波のクレストの方腫鵬は傾

いている。そうするとデッキはとにかく水の方嵯近く

なって傾し､てくる。そこにもってきて上から波をか悪，

る。そうするとデッキロードがのつかってきてIG.が
上り，そじてなお一層波囚山の方に船力頼いていく。、
=且大きな波をデッキの上にか夢ったら，スタピリ.テ

ノ、

イーレーシジを越すかもしれ堀ということも言える､わ、

けですbそれならばスタピリティーレーンジを小型船
力，

ではどのくらいにとって諺かなけれぽならぬがと&､う
問題になってまいりますが；これば九十度近くあれば

あるほどｾｵ､p.ﾁｶﾙには結鰐です｡憧隣こはそれま.，
で傾けば煙突がら水がはいる湫態になり‘まずから，賀
際の用にはならない。どうしても六3-度までくらいの

曜霞なスタ．ピリティーレ霊ンジでなくてはならぬ。ま
た今のステヤリングをとるとともに，波のデッキの_E
におちる際は衝撃力であるというようなことも考え、

て，スタピリティーライチングアーふの大きさは，ま

ず二百ﾐﾘ以上定なくてはならぬ｡その二百ﾐﾙの出
てくるところは今のスタピリティ屋レーンジの約半分

少し前三十度ｼ三十四，玉庭程度のところにあってほ、，
しい･そういうようなガイドを一つどうしてもつくっ
ておきたいと今思っておるわけでずdそれで今ま‘でで

きた船でレーンジが大魁罰一度で，百ミリ‘乃至八十ミ
リというような小さなライチン､グアームをもった船で
も，しかも潜航艇の鞠うにデッキに水を次ぷっても，

とにかく航海しておる例が蜜際あるわけであります，

丞,そういう船は大抵大嵐に這う遷李げ『てしまう｡謡
の恥にぱいってしま5んですね｡､ほんとうに定期諭権
式の航海はやらなくてもよろしいというよう．な船に，
そういう船があるようです。けれどもこれからい力つゆ
る走期航路式に航海をしなけれぽならぬ船とすれば1
そこを考えておかないと間塾､力抱きて困るのではな

いか？それで特に迄の識は各海の妖態を考え，そこを1
航海すも船のレングスを考遂，スタピリテイーレーン

ジをきめ，ライチングアームのアマヴソドをきめてい

くoこういうステップをふんで，國家的にな『こかカィ

ドを出さなければいかぬのじやないかと思っていま・
す。そ約で外國の例を調べてみます画，多くのポケッ
ドプックあるいはG.Mがカー壹緩～卜二尾となって

おります｡特に二尺罰‘､う敷字をマ妙クロウなどもfII.

しております｡小きい船ならジーｴﾑｶ鋤､さ．くfこもい『苫

いo大きい船は大きいというようなこと証言っており

ません。おそぢくミニマム二尺ということを言ってお，
場,の毛はないかと思います①ミニマ‘ムニ尺という謬一’

エムをライチソグアームに直して入顔ピリチイーレー．ノ

ンジを七FII-なり八十にやって‘丞次ピリァイ’一を考え

てみると，ライ参ソグァーム除小さなもめでず‘強､、

悲い二百ミリでしよ媚これば八インチ恒すね，八イ

ンチがラィチングアーム○二十四ないし蚕のう，イチン！
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グアームは小さいですね,これは充分ではないが,ど｛少いから,その計算に催ほとんど計謹緯合格するらし
、

、うし;てもそのへんを橡討してひとつきあておかなけれいです。
、

‘ぽならぬ。これはなぜそう､､う黙力端に必要であるか，(常鋤''GMの高さもあります泡。

といいますと，普邇の船は二重底をもつそおりまして “畷）それからレーンジが七言I扇度。曳船について

二重底で調節がつくんです｡d鋤間は二重底漆ないw･”、はこん庭事惹多くの場合にネケレクトしていたけﾙしど
どうIこも調節然つかないという關係力尋一?あります6も，必要なものでず-よ。．‘ ノ

叉一面荷物をその重量を考えて積みつけるという調節（吉武)漬際曳箙するときにはえゲラ〆うし誉ず､が
法毒強行困難な航路もあります｡それから船の懐きがら。

力&りに四十度くらい傾ぐということに恵ると，アングI（小野)浦賀でぱびつぼるときに,祷二蕊いてひつ
ル・・オブ・レポーズですが,右淡なんかのバラ積みのくり返った船が患るですからね。‘

・やつは四十度になるどシフトするという己とになり雀（吉武)‘ロシアでは割皆に＄適用令るんですか。
〃

すがどうしても石炭その他の荷物がシラドを始あ瀧い（小野）．あれは，第一種・第二鐘第三種とあって
前にマキシマェ､ライチングア戸ムがあるようにしなげ曳艘ほ第三種じゃないかしら｡客砺は第一種でしよ
れぽならぬのじゃないか。そういう装うな性質を雷び’う。

､ろようなﾗｲﾝｽをつく､っていくどい5こと腱なるん（山縣),だんだん時間力經もま”:､一綴餉に何か
彦宅ないか｡いずれにしても小型股の安全という黙を託氣づきの騨聾あ臆したらお話を承.りたいと恩いま

，國家として考えるならば,ある鑿準を與えなければなす。
鯵麺｡繰返すようで顎が｡蕊を輿え鳥ためには國家〈（榊原）今のｽﾀビjﾃｨーの藷で識亀この間乗‐
どしては相営腫日本の鷺｡るりの膳の状瞬まずはつき組員の話を聞いたんで”;,結局嵐に厳って一番恐溶'、噂：
，認識してからでなければならない｡小型船は今までじいのば舵が破嫌ることでう索｡それだけが怖い。‘
朧ほとんど瀬戸内海をペースにしたデザイン力竣いの’風に對してどうい風方向に船をもっていこうと思って、‘
です。これは重大な問題だと思っています。．為どう腱もならない。船力頼謹なるわけです。ブ画一
，(山縣）祇本さん，何にか….＝ドサイドから波や風を受けr亡非常に危隙だというんで
（松本）割胃でありまずrが,下關一門司，宇野－高すoそれで操舵機というものは，よほど小さな船．とか、、、

、松の連絡船なんかメブレーヤーをつけまして＞サイド、女グボートのような船以外ほ規則でもって饒窪充分腱
をパーチカルに高めませんでブレーーヤーをつけ-こおり押えないと危ないのじやないかどいうんですね。そう
誉す。あれは今の常松さんのお話fですと非職こいいんいう例をこの間開きました。波の山から下りて舵壷と、

‘るというときに激かなくなる，どうしていい詮わから．ですが｡……

（常松）非常に必蕊なことですね。′なくなるというのでず。そして日本近海でば"の大き‘
（掻本）ですから，初めデザインをやるときに，今きが總噸二千噸く・らいが波長との關係上一番いけない’

・のプレーヤーをつげるくらいの考えで，安定度を考慮そうです。’・
じて,デザインをすると間違いがないんでまけれきも， ◇一般配壷
それがなかなかむずか1Lいことだと思いますが漁。デ
ザインの初めのとき，今術秘さんのお話のよう涯違と （吉武)F麹皆に關しまして，配置のことでち.よっ

をおそらくやって厳いと思います。と思い営寄迄とがありますで詫甚;夫遥一般にｱﾌ゙蕊
士

（劉鰯）やってませんなQところがこんどのpsfr一エンジンでございましてjl､リーミングがなかなか

､星鯉瀧難難藤霧蕊駕瞥醗照駕謝澱蜑震驚嘉議・

蕊響羅漁職携蕊蕊録難
一顔一に八十寺糎というウイソドプレッシャーをアシ位畷．そういうもし'>を第一鯨こ考えてトリ'～ミングに

シー→ﾑし弓それでな鋸そめ船が安垂でなけれぽい對し最棚矯めよい郵臓に歳坪うに考史＜や鴇べき
かぬ。こんどの曳船にばそｳい確調廉件承あるんで。じゃ減､かと思うんです｡,F塑鵬でヂーゼル主溌"MW
す。なんでも二手メ‘-トル以上の風速に相徴するらしでず力燃料油糟のキャパジヂーカ緬十巡もありフレッ
L,ですよ。非常に大きいんでず③1ﾉかし没〃終ﾄでジユウオー璽一の審難が;I翫聴以上もあるようなのが
すから,割合に吃水の深い:それから上に出るものがありましてそれに瀧戦した:場合,,計難で;､リムが丁腱
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室いようなデザゴンになっているのがあり誉うFが，近（山縣）そう厳んです。.しかもこんどの船員法が震
距離航海で(;XFIF･唾ぐらいの小量な燃料で航海しても差際に麺行されると，また殖えるんです。
麦えない場合（又近頃はそんな総計な燃料油罐配給し 跡野）ほかの國を見ると，コラソスは相営多い方

ないそ､うです）パラスドゥオーダーを積童ねぽならぬですねoそ瀧から壱シアが多い。とこやがこんど日本／

ようになることは，それだけ貨物を少なく積むような"の船員輝姉行になれぼ，從來のロシア，フランスよく－

鵬ができるわけです言｡差ずﾐー ﾑのブー ｴーﾙを積りも多くなる｡これ力;内地誠潅だけの日本の海運であ
み，きだフレッ.シュウォー･グーもミニームの量を積みれぽ，それでもどうにか成立つでしよ”も外國航路
貨物は満載吃水一杯積んで，そう1ぎて繊海のできるよへ乘り出奔となったら，その黙からだけでも敗北溶
うなまいツリーム賊態のものをまず考えて，その後に、す。
居住室という生うなものほきめるべきじゃないかと思

◇主機關うんですね。それから蒜農するのに最も便利な装髭罰
スチー塁ヱンヂンをもつ飴では燃料銀の積込みに都合（山縣)‘最後に一つお伺いしたいのは，例の燃料間
‘のよい鯰画の位置を選び庫内勾炭操に手間のかから函題でもって,小型船もある剛注石炭だきにならないと
聖うたことを考えに入れて,部屋の位置Iまその後で最いけないんじゃないかということが一嬢えらｵ'るん
も遥切に考えるべきじゃないかというように感じましですが>一鶴石淡だきの,レシプロでもって小郵腎とい
たが曹・…・

うものは成立っかど'5か｡善侭それでやっていたでし

（山蝿設計の根本の問題でずね。ようけれども一方においで廃燃機をもつでおる船があ
佶武）順序としまして,そIういう行き方でまずﾄ、るということになりますと,今窪そう‘‘,う船をつくつ

邸

リムに對するタンクの位置,ク考一エルの位置,船のた場合に,經濟的に採算がとれないとII､うことが起り
‘・重心を考えまして，そういうことをぎめておいて,耐得るんじゃないかと思いますｶﾐ,､この黙はいかがでし

・物の積みいいﾂ臨員はこうした方がいいということがきようか。
t

まった後に，ほかのことをやっていくべきじゃないか（小野）燃料の値段次第でずね｡,現在では油の方が
という'感じがしまず。石炭の五倍くらいらしいですな。それでそれくらいの
（小野）配置の問題が出菫したが，よその會合でた差溌あると，ずい墓ん小きいｽ学一マーでも成立つ。

f=ぴたぴ言ってるげれども，乗組員の人鞍の問題です。むろんスチーマーで同じ荷物を運ぼうとすると，船は
荷物船でも今F型について,運管會と近織鋤間協議會大きくなるということは窓fないけれども，大きくぜ
と考え方がだいぶ違うんでうつまり運管會あたりの考てもなおかつ成立ち得るらLいですQ
えずてるように人數をよけい乗せるんだというこ.とは， 仙縣）例の海上トラックの問題もありますし;從
小型船にはちょっとデザインが非職にしにくくなるん來,石炭を焚くのと|,1油を焚くのと，經濟的な採算の．
です｡そういう熱ほ船主の方に再考してもらわなけれとれる境目は，やはり總砿數五,六百噸というところ
ぼならないと思います｡それから客船でも，比較的新でずか。
しくできた會魅と，それから古くからある大會賦では（小野）そんなところでしょうね。
たいへん違うんです。（山縣）今の欺態ならぼ，もつと小,さくても採算が
（山縣）今お話め船員の問題です溌こないだミスとれませんか。．

Iター・キヤンペルとの會合で裳二またまり（爾一ティー,船（小野）今現に麹階を引き伸し莚荷物船にしようと
の乘組員の鯉の話が出たんです｡アメリカじゃこれだいう計謹があるのです蝿池ども，それは總噸激三百噸
けの人間，日本じゃこれだけの人間力雲る。しかもこ以下のもの.ですが/そんなのでも現在の〃錘ではまあ
んど船員法の改正でこうなるという読明がありま味成立っでしょう。
や,寺やﾝベルがびっくりして,｢ﾃﾘプﾙ｣と言いま揃原）その鯛で,僕は,この間も話し海んですが
したね。吟懇）日本でのエゾヂンの研究は,創意工夫といいますか，
(松淘多すぎるといってね｡‘企それをもつともつと舶用溌關の方で研究願う,必要があ
（山縣）ええ｡敗けた國がそん淫ことをやる，とでるんじゃないかと患いまず｡今のお話の船隈の方のス

’もいうわけでしよ′うね。，．トレングスにしろ，スタピリ秀イ戸にしろ，蕊ずる将
＄‐

（』唖）アメ‘，力じゃﾘバーﾃｨーはたしか画釧-何．部分酌の問題で;船壼禮で健ない｡ｴｼヂｿの方は，
人でしよ§・日永では,復員の關係のときは別ですが＄タービンであるとか，デイゼルであるとかいう，全然

津復員の關係がなくても，あのくらいの船だと，連管愈種類の鍵多凝ものでず｡今の圖本の継態では,油がな
式にいけぽ少くとも六十人以上です。 かなかな心､ので,小郵間はもちろん今小野さんのお話
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墓あるのですがねo

（松本）今も吉武さんのお話の通り;小型の船睡
重量力鍾くなつだらとてもだめです。殊に客般は輕く

なるのが一審です｡その黙からいきますと，今のエン
ヂンのウエイトは，輕いものでなければ，重いるのだ

Iゞ

ったら，とても刎型は成立ちまぜんからね。

鰄尉陸上の自動車は状撚で弄ってるところを見

れば，船でやれないことはないのじやないですかo

（山縣)iハイテンパラチュア，易､イプレッシャーの
スチームを使うことは小型譜ではそれほど有利でばな

いの毎訴かo

（小野）それはパワーによって限度蕊あるんでず
‘な．四百，五百とい･う馬力になると，今使ってるより

いくらも上らないo

（松本）それは,宇野一高松連絡船を蕊一壱ﾝでや
ったんです｡あんな小ざな船でタービンをやったのは

初めてです氷,やつで泉たら，なかな鞠理論と賓際と
は，小型船にな箔とうま（いきまぜん。敷奉が下って

きます。やはりタービンは相當大きな馬力でないとだ

めですね。、

（榊原）そこで最後に僕は持論を車上げたv､。例の

舶用壌關というものを今日本で輕覗してるんです｡.太

學に毒いても舶用溌關學科というもの臆つぐって蕊ら
ない、そういうように冷遇するから發逹しない。まつ

きからのお話のまう､に,陸上機關と鱈〕て,船となる
とウエイ=卒のスペースの問題が大きくものを震う極め

て専門性のある特珠なものなんです｡ですから目ﾌ穏で

もつ魏胤磯關學にもづと●つと重きを置かなければ
いけない。それでないと將來の謹釧操は健全な謹達を

しない，マリンインジニヌス･･誼ケットブックー班も

ない日本では誠に情ないと思います。

（山縣）いろいろありがとうございました。では．

きょうはこのへんで･･･－．。

，

堂′

みたいに,､函關漫關が非辮こ有利なんですが，スペー

スからいっても。ですから,少し無理なお願&､かもし轡
れませんげれどもデ舶用棲關の方でうんと研究しても

らって石炭か，』代燃を使う日本濁特の新規のエツヂン．

そういうものでもつくらないと，ほんとうに採算のと
れる，良い船はできないのじやないかという氣がしま

して，この黙におし､て舶用機關學･専門の研究分野に

おいて研究者，學者が出るべきじゃないかと思います‘

ね｡將來の問題ほ,殊に小醐間においては,‘》鵬より
もむしろ描到封幾闘ならびに甲紘澗戒，補渡とい，うよ

うに考えて誇りますね。．

（小野）僕は騨蕊中に．小型の，′､イスピードのし‘
シプロケーチング．エンヂソ，それに歯車壱減速をし
宝，普遥の回鱒のプロペラをまわすという案を出した．

,んで萢屡,海軍にも一部熱心に賛”-る人があったん

礎けれども，結局賞卑に､､たらなかったのだが，それ
は今でもまだ可謂生があるんじゃないかと思っていま
す｡

．（榊原）そういうことを研究して,‘機關部の容積を
なるべく小さくして，どL､'うことほ結局相當高睡高一

温の小馬力の機械ですｵｭ，これをひとつ石淡焚きにし

て，あるい臓徴紛淡とか，叉はコロイダル・ブュ崖エ
ルと:いうふうにするとか，理想的な石炭タービンの非

常にエブ‘シェンシーのいいものでもできれば，そう

いうひとつの護期的のととを舶用機關の方で単っても
らう､必要鋲ありほしないかと思うんですね。、

ぐ壹武）エンヂソのウエイトカ§小さい型は？スチ

戸ムエンヂハ:ﾆしますとヂーゼル#こくらべて非常に童

・くなるゐですな。大きい馬力のではそんなに差がない

けれど亀，小さくなると,'同馬力でほとんど二倍くや
いになり差す。それ力馴畠常な不利な雛だと思いますか

ﾉー ら，もう少し，レシケ種でもづて，もつと輕くできる
ようになるといいんです｡

，（小野）今のギヤードエソヂｿは,そ聾意味津だぃ
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東海汽船”､型客船黒翻丸〔'〕
烏一

‐ F

J

本紹峰敏府が企画した小型客硲の這壁計謹に基づ

き,東海汽綱職鰄の注文により潅磨遥船所力穀計
建造した5”撫頭型罐謡で,昭和22年3．月1日
起エ,4月調日進it;6月26日に曇試蓮鱈を完了
して，同切目に竣工した。

れらの上部の羅針職誰に催撰傲逹,海圖室,船長裳
お幽鐡毎韮室力廼E置さ牙rごいる｡なお端艇甲板上の
ほぼ械部に無線遥信窪が設けられ,ここに噸破用
100ウッド主邊信器および中波用150ワシ畷備邊信
器が各堯1墓備えられ,受信器としでは長中波用4
球オードダイン式および短波用8球スーパーヘトロ･変

イン式が各令エ墓あるO"'･
、

‘船首極甲板と端艇申板どの間の上甲板およp第2甲
－1R

板に臓長さ3.7米，幅3米の聡口があり，その後方

に容量が1.0愈の船総用昇降機1臺が設けられ擁
2甲板船鎗で自動的に停止し，荒天時にデリックの使

用が不可能のときでも，能率よく荷役できるように登
っている｡

1

・1．船鯉、

本船の主塞寸法,,当般配睡'総額駁および熱；
鍛貨能力，族客數,,荷役設備，甲板穰械,無課電信装
置,航溶用測器,消火設備,瑳房設備,錨,錨鑑,乘

1．組員蕊・華命讓臓重堂および重心海上試運鱒成績
などの詳細腫一殻鐸装およひ萎積園,中央罰箇圖,完
成要目表中に鐺げであるから,すべてをこれらに譲り，
ここで罐船丙を一巡1-ﾉでみよう。‐

右舷のタラップを昇って上甲板にあがると，雨舷に
’容量邸磁の玲藏臆用昇降溌力郵置されており，これ
らは同時に昇窪して,各甲蔽の位置で自動的に停止し，
荒天に際して焔荷役が容易そき，その能率の向上を期しジ

ている｡左折-訪れば上甲板並拳碓居室にはじ､る。定員
“名の極塵き客室である溌参期ば主機關の排氣お虫
び電熱器で熱した室氣を，また夏期にぼ冷氣を逢り'.'2 ，

麓繍蕊鍾礁麓溪墓望
35名の下甲板並等雑居室で,上甲板の”と同鐵に，
室丙の湿度調整塗電力蝿されている。この客室を船首
に面って麹り銭げたところが野薬冷蔵庫と魚肉冷藏庫保

である｡前蓄の巻積ほ約63.8立方米,鐙営は約25.2
立方米で：周園に十分な防蕊駿置を施すとともに，内
部椿發生した瓦斯が,擬關室内に装備されている電勵
獅醐蕊の作用によつ定外部I鋤出されるようになって
いる｡

もとに蕊つ壼坦甲板に昇ると，船尾端部に操舵擬室

鷺鳶蕊織薑撫驚謙鯨
式竪型電勤猫睡式操舵機が据附け7‘られている6上甲板
を右職寄りに謄首に向って行くと4'鵬禮のほぼ中央部
から前部にかけて定員2名の一等3鰭詣よび－，
二等ザロツカ錫り，近代的装飾力蠅され,‘暖房通風お
よび電氣ヒー鼻一の殻備力壗備している。これから戻
って避員2名め＝等5銃室を左舷寄りに見て,端艇
甲板にあがると，各々 定員'2名の＝等1號室お生び
2銃室があり，その鵬首寄りに近代的和室風の装飾を

施した定員理名画鯉じき二等室力i雛している｡と

日

′黒潮洗完成要目表

船謹部

1.建造所及建造年月日一ゴ

建造所名､兵庫朧相生市揺湾造I断
起工年月,白昭和22年3月､’日

進水報圖昭和22年4月29日
竣工年月日昭和22年6月30~日

1

~

I

2‘船蕊菫要寸法等

全長

長(翼線間長）

幅(型）

深(〃）
守P

浦載吃水,(翫骨下面上）

同上排水錘

同上方澗畷係趣

同上柱形肥溶‘糸攻

夏季乾舷、

舷弧徹郡(F・P.)･

‘・後部(A.P.)

凸

52.89米

48.99〃

8．60〃

4.15〃

3.699〃‐

、910.0態

u5釣〃‘

0&604〃

0.483米

0.7501〃‘・

1･0350"

戸
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Ｂ
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ｆ
強

け
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Ⅲ
川
Ⅱ
Ｉ
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ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
川
Ｉ
‐
！
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
乳
ｒ
Ｉ

甲板暦数

甲種室の高さ‘

1 2

＃

2.000米

甲板室の高さ

壁甲綴制勝菅換甲坂

上甲板二端艇甲板
端艇甲板一操舵室

2.1”米

2.畑0〃

2000“

I

I
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燃料油艫容邉1米3＝α9謁睡速力航綴距離等

最大試蓮鱒速力(賓測）

航海速力(計喪)・

燃料消費量(重油）・

航綾距離．，

P

1453櫛

,1L5"

約31唾/眉

2009浬

ローーローー■一一一一

燃料油鎗雨舷
－ 丁 一 一 一

29S壁輕3ｴ.392米8
『

p

7k艫容量

、

、

職満水‘侮氷1米3=LO25"
一一一一 三三二二＝

辨首水驍(海水)2.686*S

一一二一一一一一一一一一三、－莞旦

2686"3‘噸薮及び賓洛・

総噸數．

上甲板下

上甲板上蔽函したる場所

船首鯉

、船尾酸

船橋襖

甲板室

鯰口の超過‘

擬關室

猩除積量、
船員常用室

荷脚氷龍．

磯開室

其の他の場所

航噸数

496β2噸

9854066*3
脚荷水鎗(左舷）

〃佑舷）

艦尾水鑪．

合計

5.329〃

4111〃

14‘587〃

26事7ﾕ3〃
、

ｇが
″
〃
‐
″

０
ゞ
１
２
９

８
５
５
６

８
－
．
１
９
斑

５
↑
４
理
魏

ｆ
一

６
１

両

“､6鍵米3

251q50"

2455露膿〃

68.127〃
号、

4377〃

3昼910"．

一
・
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清水鎗雨舷‘30.168米3 ，30.168聴

『、

水瞳容掌合計

甲

576337"56.88座米3204鳶3“〃
．、

21.465〃

.串3.134〃

43.5豹'〃

．2ｴ3“噸

、

旋客〆

一等室′
，二等峯

、

並等室．
①

合 計，
■

b

･

や

5,鑪口及びデリック壁

1A

8名

27〃

66〃

101〃

、

用途貨客股

賓格第二級船
航行瞳域近海麗識

〕

＝

I

一一－一一'一二1－身一一一一一

位置 濱サ×幅(米） デリック数'力錘(砿）4.載貨能力等

赦貨重堂

！

､‘50&11唾

酉

I
一 一- 一

一

一■■■－－-－lⅡ ー

、

前部艫ロ 3〃00×3.000 1 3

前畜瞬降蕊開口1_1.500><1.200

赦貨容量
後部録降雪開口(雨舷)2-1.500×1.200
---．一二.．‐------.----_‐_-------‐貨物艫1噸＝]‘･”3酬学

一一一一一一一~一一一－一一~

・ 容
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船醇い‘船豊の傾奈ける前にその方へ突張って鰐を高い側
へ傾けるようにする半よP､｡､つまり遥動圓未の藥

一 U

三田鞠也．．領で身霞を操り決して船に揺り動毎されるような
菫鍔腫なら注ぃことである。そして眼憾自分の立

船酔いは妙なものである｡病氣であら輔氣でつﾓいる甲板の上やまたは舷側に五い峰を見ず
はない。鴎風一過，海上がおだやかになり船禮のに遠い水平線を呪めるのが~Q番善い方溝である。
動揺が止ってしまうと念に食慾が出でき走り，ま船の動揺にほ固苦しくい5とRolling雌蒋勧
た船力錨を入れて一度足が陸誕むとけろりとしPitChing(縦稽)'Heafing(上下動),Yawing("
てしまうの力輔癖いなのだb別にこれ．という名蕊首揺）と色妾と．あるが，績揺や縦揺ほ棚瞭しがた

はないらしいb乗物に酔う人ほ電車に乗ってさへいものである。舷首感§上下に動く維篤ば最も氣
もすぐ氣拷を悪くするものであるが,‘鶏ろに毒、鋳の悪いものだカミ,これに對して船魑の中央部に
間における自分の位置が不明になった瞬間塗な氣－等客識ざ出來ているのはうなづける黙がある。
分に落ちるのだと思われる。たとえはEleVatOr とすると二三等船客ことに三等はやはり安かろう

に乘って誰でも經蕨するあの急降下した瞬間不懐悪かろうということになる。

を感ずるのと同穰に,海上に出て船に搭られると．認舟嚇いを起させる海上の號態は多く臓波の
たちまちいうにいわれない愛な識になるこの高い海で睦なくてSwellのある海室ある。このウ
E1evatOrのﾈ嬢の蓮繊珊辮いなのだとするとネリに曾うとどゆ瀧大鋤間でもゆらりゆらりと稲
たまったもので朧ない。 れて乗組員を不愉快にする。けれども大型§“
私も嵐､間海上生活をして色与經験をした溌Stemで氣持よく輕く大波小波をけって進む調嘩

私測錠時代に練習船に乗ってはじゆて太平洋の蜜に爽快である｡蛾だし船酔いの曲者はSweji.g
渡に猫職れた嫁ほさすがに童いってしまってずこある。客室のPaintの臭氣を船酔いの原因とする

し船室で体まぜてもらったが,そのとき先識調⑳ほ負け借し帯であって'とれも懐しい香と感じ
切に教えてくれ測職いを防ぐ．－潅として侭なるま測皆力糒れ迄走塾にかえって「今日はとてもお

くく船室にいないで甲版に出て，自分力蛎を鰯が腹がすぐ聖｡こう揺れ『てね』と食慾力罐むように
ふ

すので涜熟るのだという氣持電まず片足惹頚くならなくて'は一人前とは云えないのであろう。．
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合衆國海事委員會

合家國における窪曹行政一般を所管する合桑國海罫
委員雪(UnitedStatesMaritimeCommission)の3． 『

謬諏舞議主廻47年1‘月1日に改組されたもので,認臺Q

室,準務,財溌購買および寅却,業務,授術の5局，
渉外蓮絡彗罐局，ならびに議長直属の藍査お及び性能ロヨq

部ｮ‘訓練部，債格読竪魔の2部1廃から成り，現議
、

長踵WilliamW・Smith海軍中將(退役）である。
騒長室(O伍ceoftheSeCretary)]議長室長は

A-JLWilliams フ礒員雪の總務的事務をすべ-こ所
喜から構成言淑ている。管し，つぎの4

‘a叡八壽部(gers"nelManagementDivisiOd).
す

、

b_政膳助力部(GovernmentAidsDivision)
C.調査部(ResearchDiVision)
α報這部(PUblic・IpformationDivisibn)

●
.5▽

寺
買=吾＝年

鑑務扁(Legal'Department)]局長はWadeHL
skigner法律塵問總長(GeneralC6nhsel)である。
を淘翻部<RegUlationsDivision)腱法律顧問總長
の所管となっている。

業務を所管ずる。

鴎蓄局(OperationsDePartment)]局長はGe-･
ralaH≦HelmbOld,,次の6部で構成さｵiている。
a.諜備笥船鴎郭､(ReServeFleetDiyision)豫備商

船隊の管理に關する業務を所管す為。
b?保船部(Mainfenance"dRePairDivision)海.|

事検査の施続總代理協定および傭船によって運航し
ている溌総こ對する修理箪係の仕穰義の作成,,ならび
に現有の職灌の制限丙に謝る契約の裁定に關する業
務を所管する。

J か

c､運航契約部(OperatiqgContractSDivision)"
航契約に蹄-る一般業務の庵か,銃路の墨絵港の管理，‘
貨物船およ鋤良客船の配船,船組資産目録の作成,･運
航蜜の調麹之關する業務をも所管する。
.d.海務部（班afine.DiviSion)船砿の運航に關する

一般業務のほか，船員募集配員，食糧調整，勢勵問‘、｜
園こ開する業務をも所管する。。
e,癒邊部(斑a$cDivisiqn)海上職迭に關する－，

震麓懸鰯震睾蕊撫評…
､fi保険部(IisuranCePiVisiOn)海上保険に關する！
一般業務を所管する｡、1，
駿術局(reChniCalDepax:tment)J局長はJameS.

．」

、

Le.Batesで,船舶の逢造および改装に對する設計お
よび見積に關する業務を所管し，つぎの2部をもって
構成されている。，′‘

1､a.“橇蓋および貝猿部(CostReviewandEst=

imating9ivisiqn)船舶の建造,改装に對する各種の ｜｜
費用見積の作成および蕃毒に關する業務を所管する。
b.謬嶽および按術調査認(DeSi"andTechnicai

ReseardhDivision)ガ聯の窪遥欧装に對する設計』

及びi土穰書の作成及び毒琶に關する業務を所管する。！
‐〔渉外連絡事務局《Interdepartmental,LiriSon

Omice)]局長はHUntingtOnT.Morseで，連邦政、
府部局，外國政府に對する渉外連瀧識欝を所管するb?.
驚震燵委員會議長はつぎの3部を直鰭している。‐
1.監査および職耗部(rnspecijionandPeafOtma-

nceDivision)本部は船舶の這蕊畠1蕊，數鑑諾巽ぴ

入渠に對し委員曾によって，あるいは委員會のために

行われる工率力要求に適合Iﾉで:いるかどうかを監査す
る業勝，ならびに識重鋤読走および保護測定に開する

業務を師管する｡部長はAbramqaude騨遥。
2．訓綴郷(TrainingD"isiOn)本部は訓練に開す

る一般業務を所管し,錐長はTelfairKnightである6
K、

3．.瞬絡調整聡(PriceAdjustmentBoard)本職ま

個絡"･ﾉ調盤に開する一侭蝶務を厨管し，議長嫁JCh6

Paullである。
ぶり

ｰ

Ｉ
＃
凶

I

〆
ｆ
ｐ

醗務局(Financenepartment)］局長はJ皿
Quinnで，つぎめ,4部をもって構成されている｡‘e

a－會計部!(A"OuntSDivision)海事委員會の雷誹』、
に開する業務をすべて所管する。

1M

|I
b.淡算部(AU#itsDiViSiOh)

開する業務をすべえこ所管する。

＝

海事委員會の決箕に

c含財務解析部<Financial~AnalySisDiy;isiQn)海事棗
■

員・鱒が行う財務解折に開する業務をすべて所管する。
聾塞騨(SudgetDivis!。n)緬燕委員蒼籠舞

踊する業務をす電ベデ<厩管する。’
［瞳買および蕊却局(PUrchaseandSalesDepart-、

j,Jnent)]局長はBurtonL.Hunter1本局權購斑，契〆
約締縞剰餘蚕逵の蕊分,船舶の壷却に關するずべて
の業務,“餌に倉庫,不動産(航路の最終港お上び
行政鴬聴所在地を除く）およむ鑓股所の經螢,虚分に
關する業務を所管し次の4部を以て構蕨され定いる。
a・購環部(Procux･ementDivision)瀧事委員雷の

総寅に關する業蓄を所管する。

b_剰餘賓遥部(SurplUsPm｡ijerty.Divisi｡n)契約
締識剰餘蚕函麹分に關する業務のほか,不動産(航
路の最潅捲および行政営聴所在地を除く）および造船
所の經蟹，虚分に關する業務をも所管する。
c,大型船舶頚却群(LargeVessel､SalesDivision)

!織職薮が1j500噸以上の剰餘般繩虚分腫開する業務
為所 管す る。〆
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d.小童蝋醐間顕剰獅(SmallVeSselSalesDiviSion)
總噸数が1,5”噸に逵しない剰醗船舶の礎分i烹關ずる
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‘昭和22年．第1號から第6鑑まで）
一

I
冬

一

’未船の縦彊睦(6ソ原国正道
水船船底講座シ西洋型木船の作りガ(1)

鈴木吹太郎

木造鵬工業の再認識，幽艤昌夫

62迄
X._表題剥

A 頁
兜，１

號
・
６

’ 6228
日

5妬8
、

Iあけぼの丸(嶌眞集）
心

I
NB

-日本捕鯨問題論議(船舶時事）垂

日本海妻振興會に蕊く(座談曾）．

二隻曳手繰網漁船第プ篝in丸諒脚､て
多久震次

Ｔ
坐
｜
《
○

賠償對象の船縮(船舶時事）’

D

尹ー ゼﾙ機關架溝の鞭打張動について(承論う
龍岡敏夫6、

§ ．、

H
、 、一

〆ロ.
、

敗 職綾の銅造船山縣昌夫2
舶用計器の装朧ついて(上)幽高五郎3．’

油用計器の装備について(下)山高五郎4
捕鯨船第一涼丸．尾崎辰之助1
穏涼船團いよいよ出雲(船舶時事）．。5．

J

51 11

96

可 一

5162

209』

P

ポーレー案によるわ力海陸運(船舶時事）1

ぷ－し一案による造船所窪荏數と修理能カダ

（船舶時事)‘1
J

ポーレー賠償案､詳細(船舶時事リ．1
ポーレー對日賠鋳誰書最経案についてユ

17

，54

1'06
,150

3

186

。
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R-

連合軍總司令部から建遥許可を受けた銅胎綜合表
〃 -

。〆

（ 昭 和 2 2 年 6 月 末 現 在 ） 2 8 8

戸、

時謡船舶建造費及び修繕費について

大庭事太郎一

.時評，造船技術の振興方策について
太庭嘉太郎

～

K

海運組合法の腰止に關する法律案閣議決定
（船舶時事）．

關西汽船の沿岸航路用新造族客般、
金子 富雄

･完全流線型客船あけぼの丸′
鯉鮪綱賦七蝿島丸岡本“忠毅､．

‘今後の自升&Ail暢談河)
銅船建造(蕗工1鼻縦昭纐21年度）

12

℃

4126

S

，最近の水産と漁;腱造高木溥．2
3翼推進器の軍濁試騒．土田陽6

西洋型ﾌ柵の作り方(1)(刺鋪皆匠講座）

鈴木吹斌K6

1船舶時事日本捕鯨問題論議一、’
｜船舶時蕊ボーレ戸一案によるわが海嬉重1
1船舶時事，ポーレー賠償案の詳細］
』船舶時事賠償對象の船舶1

船顛時甑，龍展レー案による劃間所袋存數

,|，閻麓誓珊舶織…嶬職
一1

1鱸驫事,蝿鵬墜…こ鯛する雛
2

1蕊欝襄=鱈.識間題，
2

1､船舶時拳'郵鵬商眠山下汽船”割計
“謡狭まる‘ 4

1鵬舶職職泰遥“ 4

，船舶時蕊捕鯨船園いよいよ出謹 5
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